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児

の

　
六
月
瓶
（
二
月
～
五
月
分
）
の
児

童
手
当
が
、
六
月
十
日
に
指
定
さ
れ

た
金
融
機
関
の
口
座
に
振
込
み
に
な

り
ま
し
た
。
支
給
額
は
、
十
八
歳
未

満
の
児
童
三
人
以
上
の
う
ち
出
生
順

に
数
え
、
三
人
目
以
降
の
義
務
教
育

終
了
前
の
児
童
一
人
に
つ
き
、
市
民

税
の
所
得
割
の
額
の
あ
る
人
は
月
額

五
千
円
、
所
得
割
の
額
の
な
い
人
は

月
額
六
千
五
百
円
の
支
給
で
す
．

　
な
お
、
所
得
制
限
に
よ
り
該
当
さ

れ
て
い
な
い
方
で
、
昭
和
五
十
四
年

分
の
所
得
が
次
に
該
当
す
る
場
合
は

受
給
資
格
が
六
月
分
か
ら
生
じ
ま
す

①
扶
養
親
族
、
控
除
対
象
配
偶
者
が

い
な
い
人
は
所
得
が
二
百
二
十
二
万

六
千
円
未
満
の
場
合
．

②
扶
養
親
族
、
控
除
対
象
配
偶
者
が

あ
る
人
は
、
二
百
二
十
二
万
六
千
円

に
一
人
に
つ
き
二
十
六
万
円
（
老
人

扶
養
親
族
は
三
十
二
万
円
）
を
加
え

た
額
よ
り
少
な
い
場
合
。

　
該
当
者
は
、
年
金
の
記
号
番
号
、

金
融
機
関
名
、
口
座
番
号
を
ひ
か
え

印
鑑
を
持
参
し
て
市
民
生
活
課
年
金

係
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
寄
付
あ
り
が
と
う

社
会
福
祉
事
業

　
▼
小
清
会
代
表
池
田
勢
七
（
本
町

六
の
一
）
一
万
三
千
円
　
▼
内
藤
直

義
（
控
木
）
千
円
▼
東
北
電
力
電

気
友
の
会
代
表
根
津
百
合
子
　
五
千

百
五
十
九
円
　
▼
福
島
商
事
グ
ル
ー

プ
社
員
一
同
　
三
万
八
千
円
　
▼
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
代

表
池
田
正
之
　
一
万
五
千
四
百
七
十

三
円
　
▼
調
理
師
会
十
日
町
支
部
長

山
田
欽
也
　
二
万
円
　
▼
関
口
利
吉

（
宮
下
町
東
）
三
万
円
（
香
典
返
し
）
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　“豚肉のスタミナ焼き”はいかが！一

保
険
料
を
納
め
な
く
て
も

　
　
　
7
0
歳
に
な
る
と

老
齢
福
祉
年
金
が

　
　
　
　
　
出
る
か
？

問
…
私
は
明
治
四
十
四
年

四
月
十
五
日
生
ま
れ
、
六

十
九
歳
で
す
。
最
近
、
特

例
納
付
と
い
う
話
を
聞
き

ま
す
が
、
今
保
険
料
を
納

め
な
い
で
七
十
歳
に
な
る

と
老
齢
福
祉
年
金
が
い
た

だ
け
る
の
で
し
ょ
う
か
。

答
…
重
要
な
点
で
誤
解
が

あ
る
よ
う
で
す
。
だ
れ
で

も
七
十
歳
に
な
れ
ば
福
祉

年
金
が
出
る
と
い
う
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
民

年
金
制
度
が
で
き
た
昭
和

三
十
六
年
四
月
当
時
、
五

十
歳
以
上
で
あ
っ
た
人
（
明

　
　
　
　
一
　
鴛
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に
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介
け

　
　
　
　
　
　
が
紹
負

　
　
　
　
　
　
法
ご
に

　
　
　
　
　
　
方
を
的
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。
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今
を
だ

　
　
　
　
　
　
科
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節
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ア
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季
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一
　
肉
の
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試

　
　
　
　
　
　
豚
そ
暑
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
の
ぞ

今
月
の
納
税

（
肺
巌
協
難
｝
鵬
）

治
四
十
四
年
四
月
｝
日
以
前
生
ま

れ
）
は
、
加
入
資
格
期
間
等
の
問
題

で
保
険
料
の
納
付
が
困
難
で
し
た
．

そ
こ
で
、
国
の
責
任
で
国
民
年
金
に

加
入
し
な
く
と
も
年
金
（
現
在
月
額

二
万
円
）
を
出
す
こ
と
に
し
た
の
が

老
齢
福
祉
年
金
で
す
。
し
た
が
っ
て

こ
の
年
金
が
出
る
人
は
明
治
四
十
四

年
四
月
蝋
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
に

限
ら
れ
て
い
ま
す
。

ー
あ
な
た
の
場
合
は
、
明
治
四
十

四
年
四
月
二
日
以
降
生
ま
れ
で
す
の

で
次
の
特
例
納
付
の
手
続
き
を
し
な

い
と
老
齢
福
祉
年
金
は
出
ま
せ
ん
。

　
〔
特
例
納
付
〕
　
明
治
四
十
四
年

四
月
二
日
以
降
生
ま
れ
の
強
制
加
入

対
象
者
で
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る

人
（
任
意
加
入
者
を
除
く
）
は
時
効

に
な
っ
た
保
険
料
が
特
例
納
付
で
き

ま
す
。
保
険
料
は
一
ヵ
月
四
千
円
．

　
を
　
あ
3
0
上
。
き
が
く
て

　●作り方

1）カッコ内び）調味料
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取
扱
期
間
は
六
月
三
十
日
ま
で
で
す

こ
の
制
度
は
今
年
度
が
最
後
で
す
の

で
該
当
す
る
方
は
、
至
急
市
民
生
活

課
年
金
係
（
奮
七
－
三
一
一
一
番
内

線
二
『
八
）
に
申
し
込
み
下
さ
い
．

　
　
〔
参
考
に
〕
国
民
年
金
の
十
年
間

の
侮
険
料
（
四
十
八
万
円
U
月
額
四

千
円
）
を
特
例
納
付
す
る
と
、
初
年

度
は
、
二
十
九
万
六
千
九
百
円
の
年

金
と
な
り
、
二
年
で
元
が
と
れ
る
こ

と
に
な
り
、
さ
ら
に
手
に
す
る
年
金

は
物
価
が
上
昇
す
る
と
ス
ラ
イ
ド
で

ど
ん
ど
ん
増
え
て
ゆ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
み
な
さ
ん
の
納
め
て
い
る

保
険
料
は
、
老
後
の
年
金
の
原
資
の

ほ
か
、
市
内
の
厚
生
施
設
や
生
活
関

連
施
設
の
建
設
資
金
の
一
部
に
役
立

て
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
民
年
金
保
険

料
の
納
入
に
つ
い
て
特
段
の
、
こ
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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れ
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含
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・
納
期
限
六
月
三
十
日

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
六
月
十
六
日
㈲
　
午
後
一
時
～
四

時
ま
で
　
西
浦
東
の
一
部
・
西
浦
西

▼
六
月
十
七
日
図
　
正
午
～
午
後
四

時
ま
で
　
姿
第
一
、
第
二
　
▼
六
月

十
八
日
困
　
午
後
一
時
～
四
時
ま
で

七
軒
町
・
関
口
樋
口
町
の
各
一
部
、

本
町
二
丁
目
、
加
賀
糸
屋
町
、
西
寺

町
、
本
町
三
丁
目
の
一
部
　
▼
六
月

二
十
日
囲
　
正
午
～
午
後
四
時
ま
で

土
市
第
一
の
一
部
、
細
尾
、
天
池
、

池
之
尻
、
漆
島
　
▼
六
月
二
十
四
日

㈹
　
午
後
一
時
～
四
時
ま
で
　
高
田

町
五
丁
目
の
一
部
▼
六
月
二
＋
六

目
困
　
午
前
九
時
～
正
午
ま
で
　
七

軒
町
の
一
部
、
昭
和
町
二
丁
目
の
一

部
、
泉
町
の
一
部
、
昭
和
町
三
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
』
，
・

惨
ヒ
が
2
　
蜀

O
大
火
か
ら
八
十
年
。
当
時
の
思
げ

出
を
語
っ
て
も
ら
お
う
と
大
火
の
経

験
者
を
探
し
た
の
で
す
が
見
つ
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
当
時
十
歳
だ
っ
た

人
も
も
う
九
十
歳
で
す
．
ま
し
て
や

町
復
興
の
為
に
、
血
の
汗
を
流
し
た

人
達
の
苦
労
話
し
は
聞
く
べ
き
も
あ

り
ま
せ
ん
。
八
十
年
の
歳
月
は
、
あ

の
大
事
件
す
ら
歴
史
の
か
な
た
に
追

い
や
っ
て
い
ま
す
。

〇
十
小
五
年
生
で
大
火
を
知
っ
て
い

た
の
は
四
十
二
人
中
二
十
八
人
。
そ

の
う
ち
四
人
は
家
の
人
か
ら
聞
き
、

残
り
は
授
業
で
教
わ
っ
た
生
徒
で
す
。

○
こ
の
大
惨
事
を
歴
史
上
の
事
件
に

す
る
こ
と
な
く
、
大
火
の
恐
ろ
し
さ

を
語
り
つ
い
で
行
き
た
い
も
の
で
す
。

■市勢／人ロ…・49，931人（男24，536・女25，395人）／世帯数…12，011／面積一211．44㎞（5月1日現在）

昭和55年7月旧日発行

翻膨

編集発行／十日町市役所（電話㈹7－3111）毎月10日／昭和32年6月5日第3種郵便物認可（1部6円）

　
　
　
　
響
，

響
頑
、肇

釜
訊

　
　
　
へ
客
．
一

』
触

夢

　
　
　
、
蟄
鞠

拶
．
．
》
境

藍　、　　　トぼだ
　　誌講鎖

　究歩舐
3隣　メ匝　牌鳳げ帝

弩薄必縫融
鷺・轟李霞緕ウ禽一，

鞠

胤八駄1

鈍＝6月29日＝

魯
囁



鶏
o
o

2とお』が詐』監第3種郵便物認可）昭和55年7月10日

スリーマンス（3カ月炉マンス（3ヵ月）キャンペーンを

7、8、9月実施中です

る
；
；
毒
事
‘
…
；
；
番
…
…
…
2
業
畠
▼
6

　
新
潟
県
、
県
暮
本
部
、
県
交
通

安
全
対
策
連
絡
協
議
会
で
は
、
県

民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
交
通
安
全
意

識
の
高
揚
と
事
故
防
止
を
図
る
た

め
、
七
月
一
日
か
ら
九
月
末
日
ま

で
の
三
ヵ
月
間
に
わ
た
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
中
で
す
．
こ
れ
に

基
づ
い
て
、
当
市
で
も
、
正
し
い

交
通
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
、
地
域

や
職
場
で
の
交
通
安
全
運
動
を
幅

広
く
展
開
し
ま
す
。
特
に
死
亡
事

故
防
止
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、

い
ろ
い
ろ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

の
期
間
…
…
七
月
二
十
一
日
（
月
）

か
ら
八
月
二
十
日
（
水
）
ま
で

●
曾
…
2
2
9
2
2
2
2
雪
2
2
豊
2
…
茎
7
9

・
醗
旧
帥
総
轡
麟
暴
慰
瓢
，
、
、
，
，
雍
H
菌

灘
咽
騨
灘
…
，
空
．
繊
ら
の
交
通
安
全

　
七
月
二
十
日
か
ら
始
ま
る
夏
の
交

通
事
故
防
止
運
動
を
前
に
、
県
警
の

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
“
こ
し
か
ぜ
号
”
に

よ
る
空
か
ら
の
交
通
安
全
の
呼
び
か

け
が
、
七
月
十
七
日
（
木
）
に
行
わ

れ
ま
す
。
ま
た
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
当

日
は
、
市
内
の
三
小
学
校
に
お
り
立

ち
、
市
長
、
警
察
署
長
、
機
長
な
ど

が
そ
れ
ぞ
れ
、
交
通
安
全
の
講
話
を

す
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
●
中
条
小
学
校
…
…
午
前
九
時
着

陸
、
午
前
十
時
十
分
離
陸

　
●
東
小
学
校
…
…
午
前
十
時
半
着

陸
、
午
後
一
時
二
十
分
離
陸

　
●
馬
場
小
学
校
…
…
午
後
一
時
四

十
分
着
陸
、
午
後
二
時
五
十
分
離
陸

　
交
通
安
全
運
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

七
月
十
九
日
（
土
）
、
午
後
二
時
半

か
ら
約
一
時
間
、
県
警
音
楽
隊
の
市

中
。
ハ
レ
ー
ド
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
コ

ー
ス
は
市
役
所
～
本
町
一
丁
目
～
二

丁
目
～
三
丁
目
～
四
丁
目
～
五
丁
目

～
駅
通
り
～
駅
前
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。

娠慧辮

懲欝騰羅霧

　
市
交
通
安
全
対
策
会
議
で
は
、
十

日
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
共
催
を

得
て
、
怪
獣
や
動
物
の
ヌ
イ
グ
ル
、
・
・

を
使
い
、
幼
児
の
た
め
の
正
し
い
道

路
の
わ
た
り
方
な
ど
の
講
習
会
を
、

実
際
の
横
断
歩
道
で
実
施
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
近
年
、
幼
児
の
道
路
横

断
の
と
き
の
事
故
が
多
発
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
新
し
い
試
み
と
し
て
、

ヌ
イ
グ
ル
ミ
を
使
っ
て
の
講
習
会
で

す
。★

日
程
　
七
月
二
十
九
日
（
火
）

　
▼
美
雪
町
交
差
点
…
…
午
揃
十
一

時
か
ら
十
一
時
三
十
分

　
高
山
保
育
所
、
白
梅
保
育
所
、

　
　
天
使
幼
稚
園
の
園
児
。

　
▼
川
治
小
学
校
前
…
…
午
後
二
時

か
ら
二
時
三
十
分

　
　
川
治
保
育
所
、
慈
光
保
育
園
、

　
　
愛
泉
保
育
園
の
園
児
。

　
▼
高
田
町
角
屋
交
差
点
…
…
午
後

三
時
か
ら
三
時
三
十
分

　
　
十
日
町
保
育
所
、
十
日
町
幼
児

　
　
園
、
い
ず
み
保
育
園
の
園
児
。

　
▼
セ
ン
タ
ー
ク
ロ
ス
…
…
午
後
三

時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時

　
　
北
越
保
育
園
、
愛
宕
幼
稚
園
の

　
　
園
児
。

市
民
を
交
通
事
故
か

　
　
　
　
　
　
i
交
通
指
導
隊

　
交
通
事
故
か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
生
活
を
守
る
…
…
交
通
指
導
員
の

方
が
、
日
夜
頑
張
っ
で
い
ま
す
。
市

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
、
常
勤
二
名
、
非

常
勤
十
名
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
市
民
の
交
通
道
徳
の
高
揚
、
向
上

を
図
り
、
日
常
的
な
事
故
防
止
な
ど

の
た
め
、
交
通
巡
視
、
指
導
な
ど
に

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

交
轟
蕪
響
驚
右
・

　
交
通
指
導
隊
の
パ
レ
ー
ド
が
七
月

二
十
一
日
（
月
）
夏
の
交
通
事
故
防定例交通指導員会犠

止
運
動
の
第
一
弾
と
し
て
実
施
さ
れ

ま
す
。

　
当
日
は
、
午
前
七
時
半
に
水
沢
を

出
発
、
下
条
ま
で
の
国
道
一
一
七
号

線
を
パ
レ
ー
ド
し
ま
す
。

交通指導員名

担当地区 氏　　　名 住　所

’十日町 山　　与　　男 本町2
十日町 大島　　新三 駅通り

川　治 庭山　　広司 山本町5

大井田 中沢幾太郎 四日町2

下　条 藤田　　豊平 新　保

十日町 馬場　　昭三 高田町4

水　沢 村山　　利雄 伊達3
吉　田 吉沢　　文男 北鐙坂2

中　条 岩田　　清吉 中条旭町

’十日町 佐　藤　　　実 和町1

灘難繋灘懸雛鑛懸繋縷灘繍灘

　
各
市
町
村
で
は
、
こ
れ
ま
で
対
策

会
議
を
設
け
て
交
通
安
全
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
が
、
今
後
よ
り
効
果
の
あ

る
交
通
安
全
対
策
を
推
進
す
る
た
め

に
市
町
村
の
横
の
連
絡
が
必
要
で
あ

り
、
中
魚
沼
郡
、
十
日
町
市
交
通
安

全
対
策
連
絡
協
議
会
が
発
足
。

「
連
絡
協
」
は
十
日
町
市
長
を
会
長

と
し
、
副
会
長
に
は
郡
内
各
町
村
長
、

顧
問
に
十
日
町
署
長
、
安
全
協
会
長

を
委
嘱
し
十
日
町
市
役
所
市
民
生
活

課
に
事
務
局
を
置
く
、
当
面
「
連
絡

協
」
は
今
月
か
ら
始
ま
っ
た
ス
リ
ー
マ

ン
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
合
わ
せ
、
チ
ラ

シ
の
配
布
、
交
通
指
導
員
の
研
修
を

行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

第3種郵便物認可）昭和55年7月10日とおガ詐．古3
昭和50～54年の5年間の
　　交通事故発生件数など

傷者数

180

170

1鶉

14・1

130

120 件　数

110

100
人
件

7
6
5
4
3
2 死者数

1
人数

　傘 50 51 52 53 54　　55
華

地
鐵
鐙
群
追
放
宣
言
”
を
圃

　
市
内
伊
達
地
区
（
一
七
六
世
帯
）

で
は
、
　
“
飲
酒
運
転
追
放
宣
言
”
を

し
ま
す
。
こ
れ
は
、
最
近
の
飲
酒
運

転
が
後
を
た
た
な
い
状
況
で
、
少
な

く
と
も
自
分
の
地
域
で
は
、
違
反
を

出
さ
な
い
運
動
と
し
て
、
伊
達
地
区

の
交
通
委
員
が
中
心
と
な
り
、
自
発
的

に
宣
言
す
る
も
の
で
す
。

　
伊
達
地
区
は
、
国
道
一
一
七
号
線

の
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
や
す
い
と
こ
ろ

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
交
通
安
全
運
動

の
強
化
の
必
要
性
、
そ
し
て
、
飲
酒

運
転
の
件
数
が
、
水
沢
地
区
全
体
で

相
当
の
数
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
今
回
の
“
宣
言
”
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
七
月
十
九
日
（
土
）
に
、
ゴ
ル
フ

場
入
口
で
、
午
後
一
時
半
か
ら
、
県

警
音
楽
隊
を
迎
え
、
飲
酒
運
転
追
放

宣
言
を
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
地
域
で
の
ひ
と
つ
の

小
さ
な
運
動
が
、
大
き
な
市
民
運
動

と
し
て
発
展
す
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
も
の
で
す
。

“宣言。にむけての打ち合わせ会

．7劉505152535455
　昭和50年には自動車（四輪）運転中の死傷者は57件と高

く又二輪車（原付含）運転中46件、歩行・横断中24件であ

ったのが昭和54年は原付二輪車運転中の死傷者52件で、自

動車（四輪）運転中28件を上廻った。歩行者事故（歩行中

とびだし横断中）が36件とバイク、歩行者事故が多発生し

ている。

　
十
日
町
市
交
通
安
全
対
策
会
議
を

設
置
し
て
対
策
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
今
後
交
通
安
全
施
設
・

交
通
安
全
意
識
の
高
揚
等
、
交
通
事

故
防
止
を
図
る
に
は
専
門
的
な
分
野

で
の
検
討
、
研
究
が
必
要
と
な
っ
て

き
て
お
り
ま
す
。
又
最
近
の
事
故
の

傾
向
と
し
て
、
原
付
二
輪
車
、
歩
行

者
事
故
が
多
発
し
て
お
り
そ
の
対
策

が
急
務
で
あ
り
、
こ
こ
に
各
種
団
体

の
交
通
関
係
の
専
門
家
十
名
を
委
嘱

し
、
交
通
安
全
対
策
会
議
の
調
査
、

研
究
機
関
と
し
て
ご
活
躍
願
う
た
め

職
場
で
の
交
通
安
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
中
条
中
町
山
本
織
物
㈱
1

　
市
内
中
条
中
町
の
山
本
織
物
㈱
（
山

本
貴
一
社
長
、
従
業
員
五
十
二
名
）

で
は
、
今
か
ら
五
年
前
に
、
会
社
で

安
全
運
転
者
会
を
設
け
、
交
通
安
全

の
為
の
会
則
を
定
め
る
と
と
も
に
、

特
に
、
飲
酒
運
転
追
放
宣
言
を
し
ま

し
た
。
そ
れ
以
来
、
毎
年
一
回
の
安

全
運
転
講
習
会
（
警
察
署
、
市
交
通

係
に
講
師
を
依
頼
し
て
）
や
チ
ラ
シ

の
作
成
な
ど
の
運
動
を
継
続
し
、
ご

の
間
、
交
通
事
故
は
も
ち
ろ
ん
、
違

反
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
大
き
な
成
果

を
あ
げ
て
来
ま
し
た
。

　
職
域
に
於
け
る
交
通
安
全
運
動
は
、

市
内
各
事
業
所
で
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
重
要
な
こ
と
は
、
そ
の
運
動
が
、

日
常
的
な
運
動
と
し
て
継
続
し
て
行

う
こ
と
と
も
い
え
ま
す
。
そ
し
て
さ

ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
運
動
が
地
域
全

体
に
発
展
し
て
ゆ
く
こ
と
は
交
通
安

全
の
大
き
な
力
と
な
る
と
も
い
え
ま

し
よ
う
。

七
月
一
日
専
門
部
会
を
設
置
い
た
し

ま
し
た
。

専
門
部
会
委
員
名

◎
斉
木
光
俊

　
ー
十
日
町
警
察
署
交
通
課
長

◎
石
坂
賢
次

　
ー
十
日
町
市
交
通
安
全
協
会
長

◎
市
村
ミ
ッ
ィ

　
ー
交
通
安
全
母
の
会
会
長

◎
樋
口
熊
蔵

　
　
　
交
通
安
全
自
治
会
代
表

◎
大
島
新
三

　
　
　
交
通
指
導
隊
長

◎
児
玉
　
満

　
ー
自
動
車
学
校
副
校
長

◎
小
泉
常
祐

　
－
越
後
交
通
十
日
町
営
業
所
長

◎
馬
場
文
平

－
新
潟
県
ダ
ン
プ
協
会
十
日
町

　
　
支
部
代
表

◎
小
島
楮
太
郎

　
　
　
十
日
町
地
区
ハ
イ
ヤ
i
協
会

　
　
会
長

◎
樋
口
紘
一

　
ー
十
日
町
青
年
会
議
所
理
事
長

　
昭
和
5
5
年

　
　
　
運
動
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
●
あ
ぶ
な
い
よ
　
あ
る
き
な
が

　
ら
の
　
ふ
ざ
け
っ
こ

●
安
全
は
家
庭
の
中
か
ら

し
つ
け
か
ら

●
ま
ず
ゆ
と
り
　
車
間
距
離
に

も
　
、
い
こ
も

自
転
藁
饗
糞
懲
鱗
と

　
正
鞍
耀
繋
擁
膿
擢
教
室

　
中
学
生
、
高
校
生
の
自
転
車
通
学

者
を
対
象
と
し
た
自
転
車
の
安
全
点

検
と
正
し
い
乗
り
方
教
室
を
、
七
月

二
十
一
日
、
二
十
二
日
、
二
十
三
日

の
三
日
間
、
各
中
、
高
校
で
実
施
さ

れ
ま
す
。

老
人
安
全
教
整
の

　
　
　
、
離
穫
隣
つ
い
て

　
市
民
生
活
課
環
境
係
で
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
要
請
が
あ
る
と
、

安
全
教
室
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
の

で
町
内
、
各
団
体
等
で
要
望
が
あ
れ

ば
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
　
（
8
七
－
三

一
一
一
番
内
線
二
二
五
）

　
十
日
町
老
人
ク
ラ
ブ
の
要
請
に
よ

り
、
次
の
日
程
で
、
老
人
安
全
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

●
と
き
　
八
月
十
九
日
（
火
）
午
後

二
時
か
ら

●
と
こ
ろ
　
市
民
会
館

●
内
容
　
映
画
と
講
演
（
正
し
い
歩

き
方
と
自
転
車
の
乗
り
方
）

交
通
事
故
無
料
相
談

　
　
の
開
設
に
つ
い
て

　
県
の
交
通
事
故
相
談
員
に
よ
る
、

交
通
事
故
無
料
相
談
が
毎
月
第
一
月

曜
日
、
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま

で
、
市
役
所
一
階
相
談
室
で
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
交
通
事
故
の
加
害
者
、
被
害
者
を

問
わ
ず
、
気
軽
に
相
談
で
き
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
．
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スリーマンス（3カ月炉マンス（3ヵ月）キャンペーンを

7、8、9月実施中です

る
；
；
毒
事
‘
…
；
；
番
…
…
…
2
業
畠
▼
6

　
新
潟
県
、
県
暮
本
部
、
県
交
通

安
全
対
策
連
絡
協
議
会
で
は
、
県

民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
交
通
安
全
意

識
の
高
揚
と
事
故
防
止
を
図
る
た

め
、
七
月
一
日
か
ら
九
月
末
日
ま

で
の
三
ヵ
月
間
に
わ
た
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
中
で
す
．
こ
れ
に

基
づ
い
て
、
当
市
で
も
、
正
し
い

交
通
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
、
地
域

や
職
場
で
の
交
通
安
全
運
動
を
幅

広
く
展
開
し
ま
す
。
特
に
死
亡
事

故
防
止
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、

い
ろ
い
ろ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

の
期
間
…
…
七
月
二
十
一
日
（
月
）

か
ら
八
月
二
十
日
（
水
）
ま
で

●
曾
…
2
2
9
2
2
2
2
雪
2
2
豊
2
…
茎
7
9

・
醗
旧
帥
総
轡
麟
暴
慰
瓢
，
、
、
，
，
雍
H
菌

灘
咽
騨
灘
…
，
空
．
繊
ら
の
交
通
安
全

　
七
月
二
十
日
か
ら
始
ま
る
夏
の
交

通
事
故
防
止
運
動
を
前
に
、
県
警
の

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
“
こ
し
か
ぜ
号
”
に

よ
る
空
か
ら
の
交
通
安
全
の
呼
び
か

け
が
、
七
月
十
七
日
（
木
）
に
行
わ

れ
ま
す
。
ま
た
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
当

日
は
、
市
内
の
三
小
学
校
に
お
り
立

ち
、
市
長
、
警
察
署
長
、
機
長
な
ど

が
そ
れ
ぞ
れ
、
交
通
安
全
の
講
話
を

す
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
●
中
条
小
学
校
…
…
午
前
九
時
着

陸
、
午
前
十
時
十
分
離
陸

　
●
東
小
学
校
…
…
午
前
十
時
半
着

陸
、
午
後
一
時
二
十
分
離
陸

　
●
馬
場
小
学
校
…
…
午
後
一
時
四

十
分
着
陸
、
午
後
二
時
五
十
分
離
陸

　
交
通
安
全
運
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

七
月
十
九
日
（
土
）
、
午
後
二
時
半

か
ら
約
一
時
間
、
県
警
音
楽
隊
の
市

中
。
ハ
レ
ー
ド
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
コ

ー
ス
は
市
役
所
～
本
町
一
丁
目
～
二

丁
目
～
三
丁
目
～
四
丁
目
～
五
丁
目

～
駅
通
り
～
駅
前
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。

娠慧辮

懲欝騰羅霧

　
市
交
通
安
全
対
策
会
議
で
は
、
十

日
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
共
催
を

得
て
、
怪
獣
や
動
物
の
ヌ
イ
グ
ル
、
・
・

を
使
い
、
幼
児
の
た
め
の
正
し
い
道

路
の
わ
た
り
方
な
ど
の
講
習
会
を
、

実
際
の
横
断
歩
道
で
実
施
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
近
年
、
幼
児
の
道
路
横

断
の
と
き
の
事
故
が
多
発
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
新
し
い
試
み
と
し
て
、

ヌ
イ
グ
ル
ミ
を
使
っ
て
の
講
習
会
で

す
。★

日
程
　
七
月
二
十
九
日
（
火
）

　
▼
美
雪
町
交
差
点
…
…
午
揃
十
一

時
か
ら
十
一
時
三
十
分

　
高
山
保
育
所
、
白
梅
保
育
所
、

　
　
天
使
幼
稚
園
の
園
児
。

　
▼
川
治
小
学
校
前
…
…
午
後
二
時

か
ら
二
時
三
十
分

　
　
川
治
保
育
所
、
慈
光
保
育
園
、

　
　
愛
泉
保
育
園
の
園
児
。

　
▼
高
田
町
角
屋
交
差
点
…
…
午
後

三
時
か
ら
三
時
三
十
分

　
　
十
日
町
保
育
所
、
十
日
町
幼
児

　
　
園
、
い
ず
み
保
育
園
の
園
児
。

　
▼
セ
ン
タ
ー
ク
ロ
ス
…
…
午
後
三

時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時

　
　
北
越
保
育
園
、
愛
宕
幼
稚
園
の

　
　
園
児
。

市
民
を
交
通
事
故
か

　
　
　
　
　
　
i
交
通
指
導
隊

　
交
通
事
故
か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
生
活
を
守
る
…
…
交
通
指
導
員
の

方
が
、
日
夜
頑
張
っ
で
い
ま
す
。
市

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
、
常
勤
二
名
、
非

常
勤
十
名
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
市
民
の
交
通
道
徳
の
高
揚
、
向
上

を
図
り
、
日
常
的
な
事
故
防
止
な
ど

の
た
め
、
交
通
巡
視
、
指
導
な
ど
に

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

交
轟
蕪
響
驚
右
・

　
交
通
指
導
隊
の
パ
レ
ー
ド
が
七
月

二
十
一
日
（
月
）
夏
の
交
通
事
故
防定例交通指導員会犠

止
運
動
の
第
一
弾
と
し
て
実
施
さ
れ

ま
す
。

　
当
日
は
、
午
前
七
時
半
に
水
沢
を

出
発
、
下
条
ま
で
の
国
道
一
一
七
号

線
を
パ
レ
ー
ド
し
ま
す
。

交通指導員名

担当地区 氏　　　名 住　所

’十日町 山　　与　　男 本町2
十日町 大島　　新三 駅通り

川　治 庭山　　広司 山本町5

大井田 中沢幾太郎 四日町2

下　条 藤田　　豊平 新　保

十日町 馬場　　昭三 高田町4

水　沢 村山　　利雄 伊達3
吉　田 吉沢　　文男 北鐙坂2

中　条 岩田　　清吉 中条旭町

’十日町 佐　藤　　　実 和町1

灘難繋灘懸雛鑛懸繋縷灘繍灘

　
各
市
町
村
で
は
、
こ
れ
ま
で
対
策

会
議
を
設
け
て
交
通
安
全
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
が
、
今
後
よ
り
効
果
の
あ

る
交
通
安
全
対
策
を
推
進
す
る
た
め

に
市
町
村
の
横
の
連
絡
が
必
要
で
あ

り
、
中
魚
沼
郡
、
十
日
町
市
交
通
安

全
対
策
連
絡
協
議
会
が
発
足
。

「
連
絡
協
」
は
十
日
町
市
長
を
会
長

と
し
、
副
会
長
に
は
郡
内
各
町
村
長
、

顧
問
に
十
日
町
署
長
、
安
全
協
会
長

を
委
嘱
し
十
日
町
市
役
所
市
民
生
活

課
に
事
務
局
を
置
く
、
当
面
「
連
絡

協
」
は
今
月
か
ら
始
ま
っ
た
ス
リ
ー
マ

ン
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
合
わ
せ
、
チ
ラ

シ
の
配
布
、
交
通
指
導
員
の
研
修
を

行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
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昭和50～54年の5年間の
　　交通事故発生件数など

傷者数

180

170

1鶉

14・1

130

120 件　数

110

100
人
件

7
6
5
4
3
2 死者数

1
人数

　傘 50 51 52 53 54　　55
華

地
鐵
鐙
群
追
放
宣
言
”
を
圃

　
市
内
伊
達
地
区
（
一
七
六
世
帯
）

で
は
、
　
“
飲
酒
運
転
追
放
宣
言
”
を

し
ま
す
。
こ
れ
は
、
最
近
の
飲
酒
運

転
が
後
を
た
た
な
い
状
況
で
、
少
な

く
と
も
自
分
の
地
域
で
は
、
違
反
を

出
さ
な
い
運
動
と
し
て
、
伊
達
地
区

の
交
通
委
員
が
中
心
と
な
り
、
自
発
的

に
宣
言
す
る
も
の
で
す
。

　
伊
達
地
区
は
、
国
道
一
一
七
号
線

の
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
や
す
い
と
こ
ろ

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
交
通
安
全
運
動

の
強
化
の
必
要
性
、
そ
し
て
、
飲
酒

運
転
の
件
数
が
、
水
沢
地
区
全
体
で

相
当
の
数
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
今
回
の
“
宣
言
”
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
七
月
十
九
日
（
土
）
に
、
ゴ
ル
フ

場
入
口
で
、
午
後
一
時
半
か
ら
、
県

警
音
楽
隊
を
迎
え
、
飲
酒
運
転
追
放

宣
言
を
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
地
域
で
の
ひ
と
つ
の

小
さ
な
運
動
が
、
大
き
な
市
民
運
動

と
し
て
発
展
す
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
も
の
で
す
。

“宣言。にむけての打ち合わせ会

．7劉505152535455
　昭和50年には自動車（四輪）運転中の死傷者は57件と高

く又二輪車（原付含）運転中46件、歩行・横断中24件であ

ったのが昭和54年は原付二輪車運転中の死傷者52件で、自

動車（四輪）運転中28件を上廻った。歩行者事故（歩行中

とびだし横断中）が36件とバイク、歩行者事故が多発生し

ている。

　
十
日
町
市
交
通
安
全
対
策
会
議
を

設
置
し
て
対
策
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
今
後
交
通
安
全
施
設
・

交
通
安
全
意
識
の
高
揚
等
、
交
通
事

故
防
止
を
図
る
に
は
専
門
的
な
分
野

で
の
検
討
、
研
究
が
必
要
と
な
っ
て

き
て
お
り
ま
す
。
又
最
近
の
事
故
の

傾
向
と
し
て
、
原
付
二
輪
車
、
歩
行

者
事
故
が
多
発
し
て
お
り
そ
の
対
策

が
急
務
で
あ
り
、
こ
こ
に
各
種
団
体

の
交
通
関
係
の
専
門
家
十
名
を
委
嘱

し
、
交
通
安
全
対
策
会
議
の
調
査
、

研
究
機
関
と
し
て
ご
活
躍
願
う
た
め

職
場
で
の
交
通
安
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
中
条
中
町
山
本
織
物
㈱
1

　
市
内
中
条
中
町
の
山
本
織
物
㈱
（
山

本
貴
一
社
長
、
従
業
員
五
十
二
名
）

で
は
、
今
か
ら
五
年
前
に
、
会
社
で

安
全
運
転
者
会
を
設
け
、
交
通
安
全

の
為
の
会
則
を
定
め
る
と
と
も
に
、

特
に
、
飲
酒
運
転
追
放
宣
言
を
し
ま

し
た
。
そ
れ
以
来
、
毎
年
一
回
の
安

全
運
転
講
習
会
（
警
察
署
、
市
交
通

係
に
講
師
を
依
頼
し
て
）
や
チ
ラ
シ

の
作
成
な
ど
の
運
動
を
継
続
し
、
ご

の
間
、
交
通
事
故
は
も
ち
ろ
ん
、
違

反
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
大
き
な
成
果

を
あ
げ
て
来
ま
し
た
。

　
職
域
に
於
け
る
交
通
安
全
運
動
は
、

市
内
各
事
業
所
で
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
重
要
な
こ
と
は
、
そ
の
運
動
が
、

日
常
的
な
運
動
と
し
て
継
続
し
て
行

う
こ
と
と
も
い
え
ま
す
。
そ
し
て
さ

ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
運
動
が
地
域
全

体
に
発
展
し
て
ゆ
く
こ
と
は
交
通
安

全
の
大
き
な
力
と
な
る
と
も
い
え
ま

し
よ
う
。

七
月
一
日
専
門
部
会
を
設
置
い
た
し

ま
し
た
。

専
門
部
会
委
員
名

◎
斉
木
光
俊

　
ー
十
日
町
警
察
署
交
通
課
長

◎
石
坂
賢
次

　
ー
十
日
町
市
交
通
安
全
協
会
長

◎
市
村
ミ
ッ
ィ

　
ー
交
通
安
全
母
の
会
会
長

◎
樋
口
熊
蔵

　
　
　
交
通
安
全
自
治
会
代
表

◎
大
島
新
三

　
　
　
交
通
指
導
隊
長

◎
児
玉
　
満

　
ー
自
動
車
学
校
副
校
長

◎
小
泉
常
祐

　
－
越
後
交
通
十
日
町
営
業
所
長

◎
馬
場
文
平

－
新
潟
県
ダ
ン
プ
協
会
十
日
町

　
　
支
部
代
表

◎
小
島
楮
太
郎

　
　
　
十
日
町
地
区
ハ
イ
ヤ
i
協
会

　
　
会
長

◎
樋
口
紘
一

　
ー
十
日
町
青
年
会
議
所
理
事
長

　
昭
和
5
5
年

　
　
　
運
動
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
●
あ
ぶ
な
い
よ
　
あ
る
き
な
が

　
ら
の
　
ふ
ざ
け
っ
こ

●
安
全
は
家
庭
の
中
か
ら

し
つ
け
か
ら

●
ま
ず
ゆ
と
り
　
車
間
距
離
に

も
　
、
い
こ
も

自
転
藁
饗
糞
懲
鱗
と

　
正
鞍
耀
繋
擁
膿
擢
教
室

　
中
学
生
、
高
校
生
の
自
転
車
通
学

者
を
対
象
と
し
た
自
転
車
の
安
全
点

検
と
正
し
い
乗
り
方
教
室
を
、
七
月

二
十
一
日
、
二
十
二
日
、
二
十
三
日

の
三
日
間
、
各
中
、
高
校
で
実
施
さ

れ
ま
す
。

老
人
安
全
教
整
の

　
　
　
、
離
穫
隣
つ
い
て

　
市
民
生
活
課
環
境
係
で
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
要
請
が
あ
る
と
、

安
全
教
室
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
の

で
町
内
、
各
団
体
等
で
要
望
が
あ
れ

ば
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
　
（
8
七
－
三

一
一
一
番
内
線
二
二
五
）

　
十
日
町
老
人
ク
ラ
ブ
の
要
請
に
よ

り
、
次
の
日
程
で
、
老
人
安
全
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

●
と
き
　
八
月
十
九
日
（
火
）
午
後

二
時
か
ら

●
と
こ
ろ
　
市
民
会
館

●
内
容
　
映
画
と
講
演
（
正
し
い
歩

き
方
と
自
転
車
の
乗
り
方
）

交
通
事
故
無
料
相
談

　
　
の
開
設
に
つ
い
て

　
県
の
交
通
事
故
相
談
員
に
よ
る
、

交
通
事
故
無
料
相
談
が
毎
月
第
一
月

曜
日
、
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま

で
、
市
役
所
一
階
相
談
室
で
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
交
通
事
故
の
加
害
者
、
被
害
者
を

問
わ
ず
、
気
軽
に
相
談
で
き
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
．
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保
健
セ
ン
タ
ー
・
武
道
館
・
学
校
建
設
・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

蘇
難
鰯
響
雑
懲
纏
諜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
セ
ン
タ
ー

、
穫，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
　
　
保
健
セ
ン
タ
ー
は
、
市
役
所
庁
舎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
里
敷
地
内
に
建
設
さ
れ
て
お
り
、
市
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
諸
の
日
常
生
活
に
密
着
し
た
健
康
相
談
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
保
健
指
導
、
食
生
活
改
善
栄
養
指
導
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
各
種
検
診
事
業
の
実
施
等
、
市
民
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍬
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
行
う
拠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
点
と
し
、
ま
た
、
自
主
的
な
保
健
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
動
を
効
果
的
に
展
開
す
る
場
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
（
樋
口
紘
一
会
長
）
の
全
面
的
な

街
頭
献
血
に

　
四
百
十
一
人
も

　
七
月
一
日
か
ら
一
ヵ
月
間
「
愛
の

血
液
助
け
合
い
運
動
」
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
運
動
の
一
環
と

し
て
、
一
日
に
、
商
工
福
祉
会
館
前

で
街
頭
献
血
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
．

　
血
液
友
の
会
の
馬
場
文
平
さ
ん
を

県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
の
セ
ン
タ

ー
長
に
委
嘱
し
、
十
日
町
青
年
会
議

協
力
で
街
頭
で
の
呼
び
か
け
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
四
百
十
一
人

も
の
献
血
者
が
あ
り
、
二
台
の
献
血

車
で
は
問
に
あ
わ
ず
、
長
い
列
が
で

き
る
ほ
ど
で
し
た
。
夏
は
血
液
が
不

足
す
る
時
で
も
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も

市
民
の
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

愛
の
献
血

只
今
優
村
Φ
！

是
非
ご
惚
力
下
さ
い

利
用
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　
建
物
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

地
下
一
階
、
地
上
三
階
で
延
床
面
積

は
、
一
、
四
八
五
、
m
で
す
。
中
に
は
、

リ
ハ
ビ
リ
室
、
栄
養
指
導
室
、
集
団

検
診
室
、
研
修
室
、
保
健
相
談
室
な

ど
が
あ
り
、
リ
ハ
ビ
リ
室
に
は
、
運

．
動
療
法
機
器
も
備
え
て
あ
り
ま
す
。

i
武
道
館
－

　
武
道
関
係
者
の
長
年
の
念
願
で
あ

っ
た
武
道
館
は
博
物
館
脇
に
建
設
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
建
物
は
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
i
卜
二
階
建
て
で
一
、
二
八

三
年
ぶ
り
に

へ
き
地
歯
科
診
療

　
歯
科
医
療
に
恵
ま
れ
な
い
地
区
の

人
た
ち
に
も
歯
科
医
療
を
受
け
て
も

ら
お
う
と
六
月
二
十
四
・
五
日
の
両

日
、
飛
一
小
学
校
で
へ
き
地
巡
回
歯

科
診
療
が
行
わ
れ
ま
し
た
．
当
日
は

市
内
の
十
一
の
小
学
校
か
ら
百
八
十

二
人
の
生
徒
が
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
送

武道館完成予想図

七
㎡
で
す
。
一
階
に
は
、
空
手
道
場

と
相
撲
場
、
更
衣
室
、
会
議
室
、
浴

室
、
シ
ャ
ワ
ー
室
、
二
階
に
は
、
百

三
十
畳
敷
の
柔
道
場
と
剣
道
場
、
更

衣
室
、
控
室
な
ど
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

来
春
の
オ
㌧
フ
ン
後
は
、
剣
道
百
十

名
、
柔
道
百
五
十
名
、
空
手
百
四
十

名
、
相
撲
六
十
名
の
会
員
を
は
じ
め
、

一
般
の
か
た
か
ら
の
活
発
な
利
用
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

迎
さ
れ
て
診
療
を
受
け
て
い
ま
し
た

が
、
診
療
に
あ
た
っ
た
山
崎
弘
子
先

生
は
、
　
「
ム
シ
歯
の
子
が
非
常
に
多

く
、
そ
れ
も
六
歳
臼
歯
の
神
経
を
と

る
ぐ
ら
い
に
深
く
な
っ
て
い
ま
す
。

歯
の
手
入
れ
が
良
く
な
い
の
で
、
い

つ
も
清
潔
に
し
て
、
ム
シ
歯
予
防
に

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

簾
套
宅
晃
置
そ
ケ

　
　
　
私
の
お
米
の
思
い
出
③

　富嚢
飯壕常作さん

シリーズ

蕊18　内後
穆承實太鶴さん

　
三
本
鍬
で
　
　
　
　
　
　
　
　
田
に
着
油
を
蜜
い
て

　
　
　
　
－
β
脚
反
二
畝
　
［
　
　
、
阜
・
瀞
ウ
ン
雛
鋸
灘
「

　
大
正
三
年
の
大
水
の
年
に
市
之
沢
　
　
　
昔
ぱ
、
ま
ず
い
も
礁
を
食
っ
て
カ

か
ら
南
雲
の
台
地
に
あ
が
っ
て
き
た
。
　
佳
事
を
し
て
恥
た
嚇
濃
辱
腰
機
械
鷺

最
初
は
一
人
だ
け
で
、
冬
は
出
稼
ぎ
　
　
な
っ
て
楽
に
な
っ
驚
も
癒
澄
．
農
作

に
で
て
ナ
ベ
焼
う
ど
ん
屋
を
し
た
。
　
　
業
の
無
初
は
、
三
業
鍛
で
縫
打
を
し

南
雲
の
部
落
が
で
き
た
の
は
大
正
十
　
　
て
、
そ
の
み
と
マ
慧
ガ
で
欝
を
か
い

五
年
で
最
初
は
六
軒
だ
っ
た
と
思
う
。
』
た
。
鳥
で
榊
R
二
反
歩
ぐ
も
い
だ
構

田
ん
ぼ
は
手
で
堀
っ
て
開
墾
τ
た
が
　
　
た
と
思
う
幽
田
打
ち
濠
廷
雛
り
ぶ
ち

横
穴
を
堀
っ
て
も
水
が
な
く
て
な
か
　
と
言
っ
て
綱
人
一
髭
歩
鑛
嚇
り
当
驚

な
か
作
れ
な
か
っ
た
．
ア
ワ
や
ヒ
エ
．
　
で
、
そ
れ
撃
打
ち
終
れ
繧
灘
っ
て
臓

サ
ン
マ
タ
ビ
エ
な
ん
か
を
作
っ
て
米
　
　
良
か
っ
た
㌧
。
臼
当
織
叢
牽
鐘
ぐ
ら
い

は
買
っ
て
食
っ
て
い
蔑
。
そ
れ
も
蝋
　
　
だ
づ
た
畷
穣
始
末
は
、
讐
纈
捧
る
頃

俵
や
一
斗
と
か
で
は
買
え
な
い
で
、
　
　
ま
で
か
か
吻
て
も
終
ら
樫
雛
で
初
鴛

何
升
で
翼
っ
て
か
た
。
カ
テ
メ
シ
や
　
　
に
稲
を
戯
で
た
事
も
侮
燦
拠
あ
っ
だ
．

ア
ン
ポ
が
主
食
で
、
，
白
い
ご
飯
を
毎
　
　
峯
黄
で
こ
い
て
も
．
榊
俵
半
鐙
米
を
こ

β
食
べ
る
な
ん
て
夢
⑱
よ
う
な
こ
と
　
　
く
人
は
擁
の
良
い
奔
滋
っ
餐
．
十
七
驚

携
た
。
農
嚢
で
な
ん
ぎ
か
っ
た
八
婁
影
尋
騰
詫
、
男

の
纏
獺
打
ち
噂
、
三
本
鍬
で
“
一
β
｝
　
　
ぼ
に
石
湊
葱
ま
い
。
鷺
饗
も
た
が
、

反
瓢
款
ず
つ
、
二
十
五
β
も
打
ち
統
　
　
そ
の
錆
轍
整
遵
の
年
の
半
分
ぢ
米
が

窪
量
も
あ
慮
．
（
九
士
叢
）
ξ
紮
奪
曳
、
完
士
議
）

　
璽
驚
亀
妻
璽
毒
璽
璽
毒
華
聖
唾
襲
蕊
9
噸
曝
華
嬉
毒
辱
棄
竪
雫
璽
唯
璽
璽
塁
墾
肇
も
蓄

十
日
町
公
園
を
定
期
清
掃
　
　
一
、
二
回
清
掃
を
し
て
い
ま
す
4
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
、
子
供
会
や
学
校
の
遠
足
、
グ
ル

　
　
　
宮
下
宮
入
国
治
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
プ
な
ど
で
の
公
園
の
利
用
が
ふ
え

　
宮
下
の
宮
入
国
治
さ
ん
（
七
十
七
　
　
る
に
つ
れ
て
ゴ
ミ
の
量
も
多
く
な
り
、

歳
）
は
、
十
年
前
か
ら
諏
訪
神
社
と
　
　
マ
ナ
ー
も
悪
く
な
っ
て
き
た
。
持
づ

宮
本
公
園
の
清
掃
を
毎
日
し
て
い
ま
　
　
て
き
た
ゴ
ミ
は
持
ち
帰
吟
、
み
ん
な

す
。
諏
訪
神
社
の
上
に
十
日
町
公
園
　
　
の
公
園
を
み
ん
な
で
き
れ
い
に
し
よ

が
造
成
さ
れ
て
か
ら
は
こ
こ
も
週
に
　
　
う
」
と
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。
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今
年
二
月
、
市
内
の
全
農
家
、
林

家
を
対
象
に
実
施
し
た
一
九
八
十
年

世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
ご
協
力
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
．
こ
ざ
い
ま
し
た
。

　
現
在
、
審
査
も
終
了
し
、
県
で
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
集
計
作
業
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
農
林
水
産
省
で
は

こ
の
セ
ン
サ
ス
の
う
ち
の
農
家
調
査

結
果
を
補
完
し
、
そ
の
利
用
性
を
一

層
高
め
る
た
め
全
国
で
百
分
の
一
の

農
家
を
選
び
、
事
後
調
査
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．
十
日
町
市

の
中
で
は
「
安
養
寺
」
と
「
岩
野
」

の
二
地
区
が
調
査
対
象
地
区
に
選
ば

れ
、
両
地
区
の
農
家
に
は
、
七
～
八

月
に
か
け
て
調
査
員
が
お
伺
い
し
、

農
林
業
セ
ン
サ
ス
を
実
施
し
た
昭
和

五
十
五
年
二
月
一
目
現
在
で
再
び
調

査
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
お
忙

し
い
で
し
ょ
う
が
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
　
地
区
名
　
　
　
調
査
員

　
　
安
養
寺
　
　
　
金
沢
修
二

　
　
岩
　
野
　
　
　
渡
辺
盛
一

　
お
問
い
合
わ
せ
は
企
画
広
報
係
（
3

七
ー
二
二
一
一
番
内
線
≡
二
五
）
へ
。

白
い
に
ご
り
水

　
　
　
　
　
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
ー
水
道
局
1

とおガ」しお5
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国勢調査

日10月1日・・

0
識

　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
国
勢
調
査
標
語

◎
人
ひ
と
り
　
世
帯
が
一
つ
が

　
国
の
基
礎

◎
明
日
の
た
め
　
今
日
の
日
本
を

　
知
る
調
査

◎
パ
パ
に
マ
マ
　
ボ
ク
も
書
い
た
ね

　
国
勢
調
査

．灘麟麗食懇翫
　市議会第2回定例会は、6月10日から17日まで8日間開催さ

れました。この議会では、公平委員会委員に古沢敏雄氏、固定

資産評価員に小海良一氏（税務課長）をそれぞれ選任し、44議

案（請願15件、陳情7件を含む）が審議され、40議案については

可決、採択され、4議案については継続審査等となりました。

　また市政についての一般質問は3名の議員が行いました。

　今議会で審議されたものは次のとおりです。

　■公平委員会委員の選任

　6月30日任期満了に伴い、古沢敏雄氏を再任。

　■固定資産評価員を選任

　固定資産評価員に小海良一氏（税務課長）を選任。

　■十日’町市就業改善センター設置条例制定

　農村地域工業導入促進法の趣旨に基づき、農業従事者などの

研修、教養、娯楽の場及び転職者に対する基本的有知識、技術

の場として、十日町市就業改善センターを北鐙坂に設置する条

例を制定。

　■一般質問の主な内容

越村大吉議員（今後の工業団地の指導方向、絹織物の総合産地

　化と転廃業対策、新規企業導入の今後の見通しについて）

小杉清一議員（山林経営と植林増進、林道改良及び開道、山林

　調査など農林行政について。市長の政治姿勢について）

佐藤一男議員（人口流出の防止など定住構想について）

　
五
月
頃
か
ら
市
内
の
各
所
で
「
ジ

ャ
ロ
か
ら
白
い
水
が
で
る
」
と
の
苦

情
が
よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
．
水
道
局

で
調
べ
た
と
こ
ろ
、
原
因
は
本
管
の

中
に
で
き
た
空
気
の
固
ま
り
が
大
き

く
な
る
と
水
圧
と
の
関
係
で
空
気
が

小
さ
な
気
泡
に
な
っ
て
水
の
中
に
溶

け
こ
み
、
皆
さ
ん
が
ジ
ヤ
ロ
を
ひ
ら

く
と
水
圧
が
下
が
り
、
水
の
中
に
溶

け
こ
ん
だ
小
さ
な
気
泡
が
大
き
く
な

っ
て
白
い
気
泡
と
な
る
た
め
で
、
衛

生
上
の
害
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
コ
ッ
プ
に
く
ん
で
し
ば
ら
く
す
る

と
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。

÷
ー
十
ー
千
『
十
ー
十
！
十
i
十
『
十
1
十
1
十
ー
寺
1
÷
『

　
屋
外
広
告
物

　
　
講
習
会
開
催

　
屋
外
広
告
業
を
営
む
人
は
、
新
潟

県
屋
外
広
告
物
条
例
で
、
屋
外
広
告

物
講
習
会
修
了
者
の
設
置
が
必
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
県
で
は
、

屋
外
広
告
物
に
関
し
必
要
な
知
識
を

修
得
し
て
も
ら
お
う
と
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。

期
日
　
七
月
二
十
九
日
（
火
）

会
場
　
新
潟
市
川
岸
町
一
、
新
潟
県

土
地
改
良
会
館

申
込
み
　
七
月
二
十
二
日
ま
で
に
新

潟
市
学
校
町
通
一
番
町
、
県
土
木
部

都
市
計
画
課
。
詳
細
は
十
日
町
土
木

事
務
所
（
盈
七
i
五
五
一
一
番
）
へ
。

髭
嚢

付
加
年
金

⑬

　
戦
年
金
の
話
」
は
大
変
難
し
い

な
ん
て
い
わ
な
い
で
、
あ
な
た
の
幸

せ
を
つ
か
む
た
め
、
も
う
｝
度
年
金

を
見
直
し
て
く
だ
さ
い
1
。

　
今
回
は
、
あ
な
た
の
年
金
を
増
や

す
方
法
に
つ
い
て
お
話
し
を
し
ま
し

ょ
う
。
老
後
の
年
金
額
を
増
や
す
、

そ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
か
疑
問
を
お

持
ち
の
か
た
も
多
い
で
し
ょ
う
。

　
あ
る
β
の
「
年
金
相
談
」
に
中
年

の
婦
人
が
た
ず
ね
て
き
ま
し
た
。
あ

の
う
ー
、
わ
た
し
国
民
年
金
に
入
り

た
い
ん
で
す
が
．
今
か
ら
で
も
大
丈

夫
で
し
ょ
う
か
。
今
年
、
四
十
三
歳

で
す
が
…
。
「
そ
れ
で
ご
主
人
は
お
勤

め
で
す
変
1
は
い
。
市
内
の
織
物

会
社
に
勤
め
て
、
す
で
に
勤
続
二
十

五
年
に
な
り
ま
す
わ
。

　
「
そ
れ
な
ら
、
奥
さ
ん
今
か
ら
で

も
国
民
年
金
に
入
れ
ま
す
よ
」
ー
で

も
わ
た
し
み
な
さ
ん
よ
り
か
け
る
年

数
が
少
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
な

ん
と
か
年
金
を
増
や
せ
な
い
も
の
で

し
ょ
う
か
。
「
切
実
で
す
ね
。
年
金
に

加
入
で
き
る
の
は
、
二
十
歳
か
ら
六

十
歳
ま
で
で
す
し
、
年
金
額
は
、
保

険
料
を
納
め
た
年
数
（
月
数
）
に
ょ

っ
て
決
ま
ウ
ま
す
か
ら
、
加
入
は
早

け
れ
ば
早
い
ほ
ど
得
な
の
で
す
。
」

　
ー
望
み
な
し
で
す
か
。
「
で
も
奥
さ

ん
、
普
通
の
額
（
定
額
）
よ
り
、
四

百
円
高
い
付
加
保
険
料
に
す
れ
ば
年

年
金
は
…
…
…

増
や
す
こ
と
が
で
き
る

金
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
裏
す
よ
邑

　
ー
付
加
年
金
の
方
艇
得
ね
。
「
え
え
、

掬
入
期
閥
に
よ
っ
て
違
い
ま
ず
が
、

二
十
年
な
ら
年
四
刃
八
千
豫
、
二
十

五
年
な
ら
、
　
毒
ハ
万
跨
藍
鑑
ん
鯉
額
が
心
堺

え
ま
す
』
ー
わ
た
し
晦
付
加
年
金
で

年
金
の
加
入
を
串
し
送
む
こ
ど
に
し

ま
す
。
『
申
し
込
み
先
は
．
総
良
峯
活

繰
年
金
係
（
魯
七
ー
三
讐
、
輔
．
一
番
内

線
二
岬
．
八
）
　
へ
ど
う
ぞ
。
臨

　
　
ひ
と
ロ
メ
モ

　
　
《
付
加
年
金
と
は
》

　
定
額
保
険
料
月
三
千
七
百
七
十
円

に
月
四
百
円
上
積
み
し
て
積
み
た
て

る
と
二
百
円
に
納
め
た
月
数
を
か
け

た
分
だ
け
年
金
が
増
え
る
し
く
み
で

す
。
現
在
年
金
に
加
入
し
て
い
る
か

た
で
も
申
し
込
め
ば
加
入
で
き
ま
す
。

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

　
　
　
　
　
　
　
妻
の
特
典

　
夫
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
厚
生
年
金

な
ど
に
加
入
し
て
い
る
場
合
は
、
そ

の
妻
の
国
民
年
金
へ
の
加
入
は
、
任

意
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
国
民
年

金
に
加
入
す
れ
ば
、
夫
の
年
金
と
自

分
の
国
民
年
金
と
が
も
ら
え
る
の
で

老
後
は
よ
り
豊
か
に
な
り
ま
す
。

年
金
相
談
日

　
毎
月
十
五
日
は
国
民
年
金
の
定
例

『
相
談
日
で
す
。
お
気
軽
に
市
民
生
活

課
年
金
係
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
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保
健
セ
ン
タ
ー
・
武
道
館
・
学
校
建
設
・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

蘇
難
鰯
響
雑
懲
纏
諜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
セ
ン
タ
ー

、
穫，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
　
　
保
健
セ
ン
タ
ー
は
、
市
役
所
庁
舎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
里
敷
地
内
に
建
設
さ
れ
て
お
り
、
市
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
諸
の
日
常
生
活
に
密
着
し
た
健
康
相
談
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
保
健
指
導
、
食
生
活
改
善
栄
養
指
導
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
各
種
検
診
事
業
の
実
施
等
、
市
民
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍬
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
行
う
拠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
点
と
し
、
ま
た
、
自
主
的
な
保
健
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
動
を
効
果
的
に
展
開
す
る
場
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
（
樋
口
紘
一
会
長
）
の
全
面
的
な

街
頭
献
血
に

　
四
百
十
一
人
も

　
七
月
一
日
か
ら
一
ヵ
月
間
「
愛
の

血
液
助
け
合
い
運
動
」
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
運
動
の
一
環
と

し
て
、
一
日
に
、
商
工
福
祉
会
館
前

で
街
頭
献
血
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
．

　
血
液
友
の
会
の
馬
場
文
平
さ
ん
を

県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
の
セ
ン
タ

ー
長
に
委
嘱
し
、
十
日
町
青
年
会
議

協
力
で
街
頭
で
の
呼
び
か
け
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
四
百
十
一
人

も
の
献
血
者
が
あ
り
、
二
台
の
献
血

車
で
は
問
に
あ
わ
ず
、
長
い
列
が
で

き
る
ほ
ど
で
し
た
。
夏
は
血
液
が
不

足
す
る
時
で
も
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も

市
民
の
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

愛
の
献
血

只
今
優
村
Φ
！

是
非
ご
惚
力
下
さ
い

利
用
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　
建
物
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

地
下
一
階
、
地
上
三
階
で
延
床
面
積

は
、
一
、
四
八
五
、
m
で
す
。
中
に
は
、

リ
ハ
ビ
リ
室
、
栄
養
指
導
室
、
集
団

検
診
室
、
研
修
室
、
保
健
相
談
室
な

ど
が
あ
り
、
リ
ハ
ビ
リ
室
に
は
、
運

．
動
療
法
機
器
も
備
え
て
あ
り
ま
す
。

i
武
道
館
－

　
武
道
関
係
者
の
長
年
の
念
願
で
あ

っ
た
武
道
館
は
博
物
館
脇
に
建
設
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
建
物
は
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
i
卜
二
階
建
て
で
一
、
二
八

三
年
ぶ
り
に

へ
き
地
歯
科
診
療

　
歯
科
医
療
に
恵
ま
れ
な
い
地
区
の

人
た
ち
に
も
歯
科
医
療
を
受
け
て
も

ら
お
う
と
六
月
二
十
四
・
五
日
の
両

日
、
飛
一
小
学
校
で
へ
き
地
巡
回
歯

科
診
療
が
行
わ
れ
ま
し
た
．
当
日
は

市
内
の
十
一
の
小
学
校
か
ら
百
八
十

二
人
の
生
徒
が
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
送

武道館完成予想図

七
㎡
で
す
。
一
階
に
は
、
空
手
道
場

と
相
撲
場
、
更
衣
室
、
会
議
室
、
浴

室
、
シ
ャ
ワ
ー
室
、
二
階
に
は
、
百

三
十
畳
敷
の
柔
道
場
と
剣
道
場
、
更

衣
室
、
控
室
な
ど
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

来
春
の
オ
㌧
フ
ン
後
は
、
剣
道
百
十

名
、
柔
道
百
五
十
名
、
空
手
百
四
十

名
、
相
撲
六
十
名
の
会
員
を
は
じ
め
、

一
般
の
か
た
か
ら
の
活
発
な
利
用
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

迎
さ
れ
て
診
療
を
受
け
て
い
ま
し
た

が
、
診
療
に
あ
た
っ
た
山
崎
弘
子
先

生
は
、
　
「
ム
シ
歯
の
子
が
非
常
に
多

く
、
そ
れ
も
六
歳
臼
歯
の
神
経
を
と

る
ぐ
ら
い
に
深
く
な
っ
て
い
ま
す
。

歯
の
手
入
れ
が
良
く
な
い
の
で
、
い

つ
も
清
潔
に
し
て
、
ム
シ
歯
予
防
に

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

簾
套
宅
晃
置
そ
ケ

　
　
　
私
の
お
米
の
思
い
出
③

　富嚢
飯壕常作さん

シリーズ

蕊18　内後
穆承實太鶴さん

　
三
本
鍬
で
　
　
　
　
　
　
　
　
田
に
着
油
を
蜜
い
て

　
　
　
　
－
β
脚
反
二
畝
　
［
　
　
、
阜
・
瀞
ウ
ン
雛
鋸
灘
「

　
大
正
三
年
の
大
水
の
年
に
市
之
沢
　
　
　
昔
ぱ
、
ま
ず
い
も
礁
を
食
っ
て
カ

か
ら
南
雲
の
台
地
に
あ
が
っ
て
き
た
。
　
佳
事
を
し
て
恥
た
嚇
濃
辱
腰
機
械
鷺

最
初
は
一
人
だ
け
で
、
冬
は
出
稼
ぎ
　
　
な
っ
て
楽
に
な
っ
驚
も
癒
澄
．
農
作

に
で
て
ナ
ベ
焼
う
ど
ん
屋
を
し
た
。
　
　
業
の
無
初
は
、
三
業
鍛
で
縫
打
を
し

南
雲
の
部
落
が
で
き
た
の
は
大
正
十
　
　
て
、
そ
の
み
と
マ
慧
ガ
で
欝
を
か
い

五
年
で
最
初
は
六
軒
だ
っ
た
と
思
う
。
』
た
。
鳥
で
榊
R
二
反
歩
ぐ
も
い
だ
構

田
ん
ぼ
は
手
で
堀
っ
て
開
墾
τ
た
が
　
　
た
と
思
う
幽
田
打
ち
濠
廷
雛
り
ぶ
ち

横
穴
を
堀
っ
て
も
水
が
な
く
て
な
か
　
と
言
っ
て
綱
人
一
髭
歩
鑛
嚇
り
当
驚

な
か
作
れ
な
か
っ
た
．
ア
ワ
や
ヒ
エ
．
　
で
、
そ
れ
撃
打
ち
終
れ
繧
灘
っ
て
臓

サ
ン
マ
タ
ビ
エ
な
ん
か
を
作
っ
て
米
　
　
良
か
っ
た
㌧
。
臼
当
織
叢
牽
鐘
ぐ
ら
い

は
買
っ
て
食
っ
て
い
蔑
。
そ
れ
も
蝋
　
　
だ
づ
た
畷
穣
始
末
は
、
讐
纈
捧
る
頃

俵
や
一
斗
と
か
で
は
買
え
な
い
で
、
　
　
ま
で
か
か
吻
て
も
終
ら
樫
雛
で
初
鴛

何
升
で
翼
っ
て
か
た
。
カ
テ
メ
シ
や
　
　
に
稲
を
戯
で
た
事
も
侮
燦
拠
あ
っ
だ
．

ア
ン
ポ
が
主
食
で
、
，
白
い
ご
飯
を
毎
　
　
峯
黄
で
こ
い
て
も
．
榊
俵
半
鐙
米
を
こ

β
食
べ
る
な
ん
て
夢
⑱
よ
う
な
こ
と
　
　
く
人
は
擁
の
良
い
奔
滋
っ
餐
．
十
七
驚

携
た
。
農
嚢
で
な
ん
ぎ
か
っ
た
八
婁
影
尋
騰
詫
、
男

の
纏
獺
打
ち
噂
、
三
本
鍬
で
“
一
β
｝
　
　
ぼ
に
石
湊
葱
ま
い
。
鷺
饗
も
た
が
、

反
瓢
款
ず
つ
、
二
十
五
β
も
打
ち
統
　
　
そ
の
錆
轍
整
遵
の
年
の
半
分
ぢ
米
が

窪
量
も
あ
慮
．
（
九
士
叢
）
ξ
紮
奪
曳
、
完
士
議
）

　
璽
驚
亀
妻
璽
毒
璽
璽
毒
華
聖
唾
襲
蕊
9
噸
曝
華
嬉
毒
辱
棄
竪
雫
璽
唯
璽
璽
塁
墾
肇
も
蓄

十
日
町
公
園
を
定
期
清
掃
　
　
一
、
二
回
清
掃
を
し
て
い
ま
す
4
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
、
子
供
会
や
学
校
の
遠
足
、
グ
ル

　
　
　
宮
下
宮
入
国
治
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
プ
な
ど
で
の
公
園
の
利
用
が
ふ
え

　
宮
下
の
宮
入
国
治
さ
ん
（
七
十
七
　
　
る
に
つ
れ
て
ゴ
ミ
の
量
も
多
く
な
り
、

歳
）
は
、
十
年
前
か
ら
諏
訪
神
社
と
　
　
マ
ナ
ー
も
悪
く
な
っ
て
き
た
。
持
づ

宮
本
公
園
の
清
掃
を
毎
日
し
て
い
ま
　
　
て
き
た
ゴ
ミ
は
持
ち
帰
吟
、
み
ん
な

す
。
諏
訪
神
社
の
上
に
十
日
町
公
園
　
　
の
公
園
を
み
ん
な
で
き
れ
い
に
し
よ

が
造
成
さ
れ
て
か
ら
は
こ
こ
も
週
に
　
　
う
」
と
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。
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今
年
二
月
、
市
内
の
全
農
家
、
林

家
を
対
象
に
実
施
し
た
一
九
八
十
年

世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
ご
協
力
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
．
こ
ざ
い
ま
し
た
。

　
現
在
、
審
査
も
終
了
し
、
県
で
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
集
計
作
業
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
農
林
水
産
省
で
は

こ
の
セ
ン
サ
ス
の
う
ち
の
農
家
調
査

結
果
を
補
完
し
、
そ
の
利
用
性
を
一

層
高
め
る
た
め
全
国
で
百
分
の
一
の

農
家
を
選
び
、
事
後
調
査
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．
十
日
町
市

の
中
で
は
「
安
養
寺
」
と
「
岩
野
」

の
二
地
区
が
調
査
対
象
地
区
に
選
ば

れ
、
両
地
区
の
農
家
に
は
、
七
～
八

月
に
か
け
て
調
査
員
が
お
伺
い
し
、

農
林
業
セ
ン
サ
ス
を
実
施
し
た
昭
和

五
十
五
年
二
月
一
目
現
在
で
再
び
調

査
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
お
忙

し
い
で
し
ょ
う
が
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
　
地
区
名
　
　
　
調
査
員

　
　
安
養
寺
　
　
　
金
沢
修
二

　
　
岩
　
野
　
　
　
渡
辺
盛
一

　
お
問
い
合
わ
せ
は
企
画
広
報
係
（
3

七
ー
二
二
一
一
番
内
線
≡
二
五
）
へ
。

白
い
に
ご
り
水

　
　
　
　
　
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
ー
水
道
局
1

とおガ」しお5
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国勢調査

日10月1日・・

0
識

　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
国
勢
調
査
標
語

◎
人
ひ
と
り
　
世
帯
が
一
つ
が

　
国
の
基
礎

◎
明
日
の
た
め
　
今
日
の
日
本
を

　
知
る
調
査

◎
パ
パ
に
マ
マ
　
ボ
ク
も
書
い
た
ね

　
国
勢
調
査

．灘麟麗食懇翫
　市議会第2回定例会は、6月10日から17日まで8日間開催さ

れました。この議会では、公平委員会委員に古沢敏雄氏、固定

資産評価員に小海良一氏（税務課長）をそれぞれ選任し、44議

案（請願15件、陳情7件を含む）が審議され、40議案については

可決、採択され、4議案については継続審査等となりました。

　また市政についての一般質問は3名の議員が行いました。

　今議会で審議されたものは次のとおりです。

　■公平委員会委員の選任

　6月30日任期満了に伴い、古沢敏雄氏を再任。

　■固定資産評価員を選任

　固定資産評価員に小海良一氏（税務課長）を選任。

　■十日’町市就業改善センター設置条例制定

　農村地域工業導入促進法の趣旨に基づき、農業従事者などの

研修、教養、娯楽の場及び転職者に対する基本的有知識、技術

の場として、十日町市就業改善センターを北鐙坂に設置する条

例を制定。

　■一般質問の主な内容

越村大吉議員（今後の工業団地の指導方向、絹織物の総合産地

　化と転廃業対策、新規企業導入の今後の見通しについて）

小杉清一議員（山林経営と植林増進、林道改良及び開道、山林

　調査など農林行政について。市長の政治姿勢について）

佐藤一男議員（人口流出の防止など定住構想について）

　
五
月
頃
か
ら
市
内
の
各
所
で
「
ジ

ャ
ロ
か
ら
白
い
水
が
で
る
」
と
の
苦

情
が
よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
．
水
道
局

で
調
べ
た
と
こ
ろ
、
原
因
は
本
管
の

中
に
で
き
た
空
気
の
固
ま
り
が
大
き

く
な
る
と
水
圧
と
の
関
係
で
空
気
が

小
さ
な
気
泡
に
な
っ
て
水
の
中
に
溶

け
こ
み
、
皆
さ
ん
が
ジ
ヤ
ロ
を
ひ
ら

く
と
水
圧
が
下
が
り
、
水
の
中
に
溶

け
こ
ん
だ
小
さ
な
気
泡
が
大
き
く
な

っ
て
白
い
気
泡
と
な
る
た
め
で
、
衛

生
上
の
害
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
コ
ッ
プ
に
く
ん
で
し
ば
ら
く
す
る

と
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。

÷
ー
十
ー
千
『
十
ー
十
！
十
i
十
『
十
1
十
1
十
ー
寺
1
÷
『

　
屋
外
広
告
物

　
　
講
習
会
開
催

　
屋
外
広
告
業
を
営
む
人
は
、
新
潟

県
屋
外
広
告
物
条
例
で
、
屋
外
広
告

物
講
習
会
修
了
者
の
設
置
が
必
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
県
で
は
、

屋
外
広
告
物
に
関
し
必
要
な
知
識
を

修
得
し
て
も
ら
お
う
と
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。

期
日
　
七
月
二
十
九
日
（
火
）

会
場
　
新
潟
市
川
岸
町
一
、
新
潟
県

土
地
改
良
会
館

申
込
み
　
七
月
二
十
二
日
ま
で
に
新

潟
市
学
校
町
通
一
番
町
、
県
土
木
部

都
市
計
画
課
。
詳
細
は
十
日
町
土
木

事
務
所
（
盈
七
i
五
五
一
一
番
）
へ
。

髭
嚢

付
加
年
金

⑬

　
戦
年
金
の
話
」
は
大
変
難
し
い

な
ん
て
い
わ
な
い
で
、
あ
な
た
の
幸

せ
を
つ
か
む
た
め
、
も
う
｝
度
年
金

を
見
直
し
て
く
だ
さ
い
1
。

　
今
回
は
、
あ
な
た
の
年
金
を
増
や

す
方
法
に
つ
い
て
お
話
し
を
し
ま
し

ょ
う
。
老
後
の
年
金
額
を
増
や
す
、

そ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
か
疑
問
を
お

持
ち
の
か
た
も
多
い
で
し
ょ
う
。

　
あ
る
β
の
「
年
金
相
談
」
に
中
年

の
婦
人
が
た
ず
ね
て
き
ま
し
た
。
あ

の
う
ー
、
わ
た
し
国
民
年
金
に
入
り

た
い
ん
で
す
が
．
今
か
ら
で
も
大
丈

夫
で
し
ょ
う
か
。
今
年
、
四
十
三
歳

で
す
が
…
。
「
そ
れ
で
ご
主
人
は
お
勤

め
で
す
変
1
は
い
。
市
内
の
織
物

会
社
に
勤
め
て
、
す
で
に
勤
続
二
十

五
年
に
な
り
ま
す
わ
。

　
「
そ
れ
な
ら
、
奥
さ
ん
今
か
ら
で

も
国
民
年
金
に
入
れ
ま
す
よ
」
ー
で

も
わ
た
し
み
な
さ
ん
よ
り
か
け
る
年

数
が
少
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
な

ん
と
か
年
金
を
増
や
せ
な
い
も
の
で

し
ょ
う
か
。
「
切
実
で
す
ね
。
年
金
に

加
入
で
き
る
の
は
、
二
十
歳
か
ら
六

十
歳
ま
で
で
す
し
、
年
金
額
は
、
保

険
料
を
納
め
た
年
数
（
月
数
）
に
ょ

っ
て
決
ま
ウ
ま
す
か
ら
、
加
入
は
早

け
れ
ば
早
い
ほ
ど
得
な
の
で
す
。
」

　
ー
望
み
な
し
で
す
か
。
「
で
も
奥
さ

ん
、
普
通
の
額
（
定
額
）
よ
り
、
四

百
円
高
い
付
加
保
険
料
に
す
れ
ば
年

年
金
は
…
…
…

増
や
す
こ
と
が
で
き
る

金
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
裏
す
よ
邑

　
ー
付
加
年
金
の
方
艇
得
ね
。
「
え
え
、

掬
入
期
閥
に
よ
っ
て
違
い
ま
ず
が
、

二
十
年
な
ら
年
四
刃
八
千
豫
、
二
十

五
年
な
ら
、
　
毒
ハ
万
跨
藍
鑑
ん
鯉
額
が
心
堺

え
ま
す
』
ー
わ
た
し
晦
付
加
年
金
で

年
金
の
加
入
を
串
し
送
む
こ
ど
に
し

ま
す
。
『
申
し
込
み
先
は
．
総
良
峯
活

繰
年
金
係
（
魯
七
ー
三
讐
、
輔
．
一
番
内

線
二
岬
．
八
）
　
へ
ど
う
ぞ
。
臨

　
　
ひ
と
ロ
メ
モ

　
　
《
付
加
年
金
と
は
》

　
定
額
保
険
料
月
三
千
七
百
七
十
円

に
月
四
百
円
上
積
み
し
て
積
み
た
て

る
と
二
百
円
に
納
め
た
月
数
を
か
け

た
分
だ
け
年
金
が
増
え
る
し
く
み
で

す
。
現
在
年
金
に
加
入
し
て
い
る
か

た
で
も
申
し
込
め
ば
加
入
で
き
ま
す
。

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

　
　
　
　
　
　
　
妻
の
特
典

　
夫
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
厚
生
年
金

な
ど
に
加
入
し
て
い
る
場
合
は
、
そ

の
妻
の
国
民
年
金
へ
の
加
入
は
、
任

意
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
国
民
年

金
に
加
入
す
れ
ば
、
夫
の
年
金
と
自

分
の
国
民
年
金
と
が
も
ら
え
る
の
で

老
後
は
よ
り
豊
か
に
な
り
ま
す
。

年
金
相
談
日

　
毎
月
十
五
日
は
国
民
年
金
の
定
例

『
相
談
日
で
す
。
お
気
軽
に
市
民
生
活

課
年
金
係
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
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県
営
圃
場
整
備
事
業

地
元
推
進
組
織
が
ス
タ
ー
ト

圃場整備予定の伊達地区

　
水
沢
、
六
箇
、
川
治
地
区
を
含
む

苗
場
山
麓
下
段
地
区
の
圃
地
整
備
を

県
営
事
業
で
実
施
し
よ
う
と
す
る
計

画
に
対
し
て
、
こ
れ
を
推
進
す
る
地

元
組
織
が
六
月
二
十
六
日
発
足
し
ま

し
た
。
こ
の
会
は
、
「
県
営
圃
場
整

備
事
業
実
施
準
備
会
（
丸
山
尚
政
会

長
）
」
の
名
称
で
、
県
で
予
定
し
て
い

る
五
十
五
、
五
十
六
年
調
査
計
画
、

五
十
七
年
着
工
に
向
っ
て
、
受
益
者

の
気
運
を
高
め
る
と
と
も
に
、
県
、

市
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
絡
や
協
議

盾
月
皇
署
百
六
漕
一
語
一
・

　
　
　
　
　
　
　
　
八
月
は
水
沢
出
張
所
で
開
催

高
田
町
三
丁
目
に

　
　
　
　
消
雪
パ
イ
プ
を

　
高
田
町
通
り
は
一
、
二
丁
目
と
四

五
丁
目
は
消
雪
パ
イ
プ
が
布
設
し
て

あ
る
が
、
三
丁
目
地
内
の
約
百
五
十

材
の
間
は
、
踏
切
が
あ
い
路
に
な
っ

た
り
し
て
い
て
未
設
置
で
あ
る
。
道

路
除
雪
に
も
効
率
が
悪
い
の
で
是
非

消
雪
パ
イ
フ
の
布
設
を
。

1
県
道
で
す
か
ら
県
の
事
業
に
な

り
ま
す
の
で
、
早
期
に
実
現
で
き
る

よ
う
に
県
に
働
き
か
け
ま
す
。

十
日
町
を
舞
台
に
し
た

　
　
　
　
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
を

樋熊善治郎さん

　
一
昨
年
発
売
さ
れ
た
「
十
日
町
の

女
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
の
シ
ナ
リ
オ
を
書
き
た
い
と
い
う

有
名
放
送
作
家
の
依
頼
が
あ
る
。
ぜ

ひ
実
現
を
。

ー
話
し
の
趣
旨
は
わ
か
り
ま
し
た
。

前
向
き
に
検
討
し
ま
す
。

を
行
い
、
事
業
の
円
滑
な
推
進
を
図

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
設
立
総
会
に
は
、
関
係
地
区
か
ら

の
代
表
者
四
＋
人
の
ほ
か
、
五
十
嵐

十
日
町
農
地
事
務
所
長
、
斎
木
十
日

町
市
土
地
改
良
区
理
事
長
、
小
林
十

日
町
市
農
協
専
務
ほ
か
大
勢
が
出
席

し
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
選
出
さ
れ
た
関
係
役
員
は
、
次
の

皆
さ
ん
で
す
。

　
会
長
、
丸
山
尚
政
（
水
沢
）
、
副

会
長
　
宮
沢
健
一
（
小
黒
沢
）
、
遠

田
金
市
（
川
治
）
、
石
沢
正
二
郎

（
土
市
）
、
監
事
、
金
沢
六
平
（
太

田
島
）
、
関
谷
勇
松
（
川
治
）
、
南

雲
幸
平
（
中
村
）

笠
置
山
キ
ャ
ン
プ
場
が

　
　
充
実
し
ま
し
た

、審◎、蒔魯‘」誓こ曲

　　　　シリ＿ズ照16
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一
昨
年
、
西
枯
木
又
地
区
の
皆
さ

ん
が
、
総
出
で
造
成
し
た
笠
置
山
キ

ャ
ン
プ
場
の
施
設
が
益
々
充
実
し
て

い
ま
す
。
今
年
、
市
で
は
県
の
補
助

金
を
得
て
、
キ
ャ
ン
プ
場
に
、
休
憩

所
、
水
飲
場
、
カ
マ
ド
、
徒
歩
橋
、

便
所
、
ベ
ン
チ
、
案
内
板
や
標
識
、

遊
歩
道
の
整
備
な
ど
の
工
事
を
行
い
、

キ
ャ
ン
プ
場
と
し
て
益
々
利
用
し
や

キ
ャ
ン
プ
用
具
を

　
　
　
貸
出
し
し
ま
す

　
海
や
山
に
楽
し
い
キ
ャ
ン
プ
の
季

節
で
す
。
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

青
少
年
団
体
や
子
供
会
な
ど
に
キ
ャ

ン
プ
用
具
の
貸
出
し
を
し
て
い
ま
す
。

使
用
料
は
無
料
で
す
の
で
気
軽
に
ご

す
く
な
り
ま
し
た
。
広
い
駐
車
場
も

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
南
魚
沼
と
の
分
水
嶺
に
あ
る
こ
の

キ
ャ
ン
プ
場
、
南
魚
沼
、
中
魚
沼
が

一
望
に
見
渡
た
せ
環
境
は
抜
群
で
す
。

　
若
人
の
集
り
や
、
こ
ど
も
会
の
キ

ャ
ン
プ
な
ど
に
最
適
で
す
。
ご
利
用

の
時
に
は
、
春
川
雅
英
さ
ん
（
8
七

－
七
七
〇
二
番
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
貸
出
し
キ
ャ
ン
プ
用
具

▼
テ
ン
ト
、
八
人
用
（
十
二
張
）
、

六
人
用
（
四
張
）
、
五
人
用
（
七
張
）

▼
ハ
ン
ゴ
ー
（
五
合
た
き
）
四
十
四
、

ス
コ
ッ
プ
、
水
タ
ン
ク
な
ど
。

　
申
込
み
は
、
市
社
会
福
祉
事
務
所

（
8
七
－
三
一
二
番
内
線
一
コ
五
）

へ
。

　
昭
和
二
十
年
の
食
糧
不
足
は
極
度
衣
料
切
符
が
国
民
一
人
当
り
百
点
と

に
達
し
、
一
人
当
り
二
合
三
勺
の
配
定
め
ら
れ
て
交
付
さ
れ
た
。
百
点
で

給
で
あ
り
、
七
月
に
は
二
合
一
勺
に
は
背
広
一
着
つ
く
れ
ば
五
十
点
、
ワ

な
っ
た
．
配
給
を
受
け
る
に
は
米
の
　
ン
ピ
：
ス
一
着
十
五
点
、
長
袖
シ
ャ

販
売
業
者
に
登
録
を
し
て
、
そ
の
業
　
ツ
一
枚
十
二
点
と
い
う
よ
う
に
す
ぐ

者
か
ら
切
符
持
参
で
購
入
す
る
の
で
　
に
な
く
な
り
、
ほ
と
ん
ど
の
家
庭
で

あ
る
。
そ
の
配
給
も
米
だ
け
で
な
く
、
は
タ
ン
ス
の
着
物
を
仕
立
直
す
よ
り

一
ヵ
月
に
三
日
分
と
か
五
日
分
、
ま
　
ほ
か
な
か
っ
た
。
妊
婦
に
は
特
別
配

た
は
七
日
分
と
か
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
　
給
も
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
み
そ
、
醤

サ
ッ
マ
イ
モ
な
ど
の
代
替
品
の
配
給
　
油
、
食
用
油
、
石
け
ん
と
配
給
に
な

で
あ
っ
た
。
農
家
は
、
保
有
米
を
家
　
り
、
た
ば
こ
も
一
日
十
本
か
七
本
で
、

族
人
員
に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
て
残
り
　
そ
れ
も
粉
と
紙
を
つ
け
て
配
給
し
、

は
全
部
供
出
し
た
。
酒
は
正
月
と
盆
　
各
自
が
紙
に
巻
い
て
吸
っ
た
も
の
．
で

の
配
給
だ
け
で
、
農
家
に
は
田
植
用
　
あ
る
。
小
学
生
も
三
年
以
上
に
な
る

と
稲
刈
用
に
特
別
配
給
が
あ
り
、
冠
　
と
開
墾
作
業
に
で
て
、
中
学
生
高
校

婚
葬
祭
に
は
二
升
の
配
給
が
あ
っ
た
。
生
は
勤
労
動
員
に
で
た
。
畑
に
は
、

　
二
十
年
八
月
一
日
に
長
岡
へ
B
ニ
　
サ
ッ
マ
イ
モ
の
つ
る
、
大
根
の
葉
は

十
九
の
空
襲
の
あ
っ
た
十
日
前
の
七
　
見
ら
れ
な
く
な
り
、
み
ん
な
食
糧
に

月
二
十
一
日
に
、
長
岡
の
醤
油
醸
造
　
な
っ
た
。
一
番
困
っ
た
の
は
塩
で
あ

会
社
へ
中
条
村
の
配
給
係
と
し
て
、
　
る
。

醤
油
の
出
荷
の
こ
と
で
行
っ
た
時
、
　
　
昭
和
二
十
年
は
大
雪
で
、
飯
山
線

長
岡
の
人
達
が
家
財
道
具
の
疎
開
で
　
は
二
ヵ
月
も
不
通
に
な
り
、
岩
沢
の

車
に
荷
物
を
積
ん
で
運
ぶ
姿
を
見
た
。
ト
ン
ネ
ル
が
通
路
と
な
っ
て
、
新
聞

そ
れ
は
目
も
あ
て
ら
れ
な
い
状
態
で
　
や
郵
便
も
み
ん
な
ト
ン
ネ
ル
の
中
を

あ
っ
た
．
そ
の
頃
、
県
内
で
は
至
る
　
背
負
っ
て
運
び
出
し
た
。

所
防
空
演
習
で
、
夜
は
電
燈
に
黒
い
　
　
八
月
十
五
日
、
十
六
日
、
十
七
日

布
袋
を
か
け
て
夜
業
を
し
、
学
生
は
　
と
三
日
間
岩
沢
で
、
中
条
、
下
条
、

目
が
悪
く
な
ら
な
い
か
と
心
配
で
あ
　
岩
沢
村
軍
人
分
会
の
合
宿
訓
練
が
あ

っ
た
。
昼
は
、
各
自
仕
事
の
外
に
軍
　
り
、
中
条
地
区
は
中
条
小
学
校
に
集

事
訓
練
、
婦
人
は
竹
槍
訓
練
を
し
な
　
合
し
、
岩
沢
小
学
校
に
向
か
う
時
、

が
ら
、
毎
日
開
墾
増
産
の
仕
事
で
、
　
天
皇
の
玉
音
放
送
を
聞
き
、
一
同
涙

米
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
　
を
の
ん
で
解
散
し
た
。

収
穫
目
標
を
一
反
歩
当
り
何
石
何
斗
　
　
米
が
余
っ
て
、
食
糧
が
あ
ふ
れ
て

と
割
り
当
て
ら
れ
供
出
し
た
も
の
で
　
い
る
今
、
食
糧
を
得
る
の
に
き
ゅ
う

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ゅ
う
と
し
た
三
十
五
年
前
を
思
い

　
配
給
は
、
昭
和
十
五
年
頃
の
砂
糖
、
浮
か
べ
る
と
感
無
量
で
あ
る
。

マ
ッ
チ
か
ら
は
じ
ま
り
、
十
七
年
に
　
　
（
藤
木
元
吉
…
…
中
条
旭
町
）

◎
地
区
広
聴
会
日
程
　
十
八
日
（
十
日
町
西
部
地
区
）
二
十
一
日
（
八
箇
地
区
）
二
十
二
日
（
十
日
町
東
部
地
区
）
二
十
一
一
一
日
（
吉
田
地
区
）
．
．
十
四
日
を
変
更
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少
年
野
球
大
会
・

　
　
　
　
参
加
チ
ー
難
募
集

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
青
少
年
の

健
全
育
成
と
明
る
い
仲
問
つ
く
り
を

す
す
め
る
た
め
第
十
三
回
少
年
野
球

大
会
を
開
催
し
、
次
の
要
項
で
参
加

チ
！
ム
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

期
日
　
八
月
二
日
（
土
）
、
三
日
（
日
）

会
場
　
信
濃
川
運
動
公
園
野
球
場
、

青
少
年
野
外
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

参
加
資
格
　
十
日
町
市
在
住
の
児
童

を
対
象
と
し
、
町
内
単
位
で
チ
ー
ム

編
成
す
る
。
た
だ
し
同
一
町
内
で
編

成
困
難
な
場
合
は
近
隣
町
内
で
チ
ー

ム
編
成
を
し
て
も
か
ま
わ
な
い
。
一

チ
ー
ム
十
五
名
以
内
。

参
加
料
　
二
千
円
。

申
込
み
　
市
教
育
委
員
会
体
育
課
内

少
年
野
球
大
会
事
務
局
へ
。

申
込
み
締
切
　
七
月
二
十
三
日
（
水
）

抽
せ
ん
　
七
月
二
十
五
日
（
金
）

午
後
七
時
か
ら
市
民
体
育
館
。

」
編
郷
ク
ー
繊
鎌
鞍
響
海
集

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
す
　
　
ひ
ら

　
「
青
年
の
手
で
郷
土
の
未
来
を
拓

こ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
十
日
町
青
年

会
議
所
主
催
の
第
十
一
回
J
C
ス
ク

ー
ル
が
開
か
れ
ま
す
。

　
こ
の
J
C
ス
ク
ー
ル
は
、
五
日
間

の
合
宿
生
活
を
通
し
て
、
街
の
同
世

代
の
若
者
と
知
り
あ
い
、
語
り
あ
い

地
域
社
会
に
対
し
て
、
今
何
が
出
来

る
か
を
考
え
て
み
よ
う
と
い
う
も
の

で
す
。
明
日
へ
の
飛
躍
の
た
め
に
、

あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
　
八
月
二
日
～
六
日

　
今
年
は
六
十
年
に
一
回
の
庚
申
の

年
で
す
。
市
内
の
各
地
で
庚
申
供
養

祭
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
市
博
物

館
で
は
、
こ
の
六
十
年
に
一
度
の
供

養
行
事
を
広
く
記
録
に
と
ど
め
、
秋

に
予
定
し
て
い
る
特
別
展
「
つ
ま
り

の
民
間
信
仰
（
仮
称
）
」
の
資
料
と
し

て
役
立
て
る
た
め
に
庚
申
供
養
祭
の

情
報
を
集
め
て
い
ま
す
。

会
場
　
十
日
町
小
学
校

参
加
資
格
　
十
八
歳
か
ら
二
十
四
歳

ま
で
の
市
内
在
住
か
準
ず
る
人
。

受
講
料
　
六
千
円

応
募
期
間
　
七
月
十
五
日
ま
で

定
員
　
六
十
名

講
師
　
小
松
方
正
（
俳
優
）
、
佐
野

良
吉
（
織
物
組
合
専
務
理
事
）
、
白

川
勝
彦
（
衆
議
院
議
員
V
、
　
諸
里
正

典
（
十
日
町
市
長
）

申
込
み
　
十
日
町
商
工
福
祉
会
館
内

十
日
町
青
年
会
議
所
事
務
局
へ
。

○
行
事
の
日
程
　
○
行
事
内
容
の
お

お
よ
そ
　
○
参
会
者
の
状
況
（
子
供

達
の
参
加
状
況
）
　
o
石
塔
を
新
し

く
建
て
た
か
木
の
塔
婆
か
　
O
出
土

し
た
酒
の
状
態
　
○
新
し
く
埋
め
た

も
の
、
な
ど
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

調
査
用
紙
は
博
物
館
§
七
ー
五
五

三
一
番
）
に
あ
り
ま
す
の
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

公民館

区地条下

　
館
で
独
自
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
ほ

　
か
、
二
十
九
の
分
館
を
置
い
て
い
ま

　
す
。
誰
も
が
気
軽
に
寄
れ
る
分
館
は
、

　
公
民
館
の
原
点
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
　
市
で
は
分
館
の
整
備
に
も
カ
を
入

　
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
各
分
館

　
ま
す
。
第
一
回
は
下
条
地
区
で
す
。

　
　
下
条
地
区
に
は
上
新
田
、
上
組
、

｛
　
市
公
民
館
は
本
館
と
七
つ
の
地
区

｛
の
様
子
を
八
回
に
わ
た
っ
て
紹
介
し

毎
毒
懸
霧
馨
集

　
毎
日
新
聞
社
で
は
、
働
き
な
が
ら
｛

自
分
の
力
で
進
学
で
き
る
毎
日
奨
学
卍

生
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
の
制
㌔

度
は
、
大
学
や
各
種
専
門
学
校
、
予
加

備
校
生
な
ど
に
そ
れ
ぞ
れ
の
各
コ
ー
｛

ス
の
奨
学
生
制
度
を
適
用
し
、
必
要
｛

な
学
費
の
貸
与
、
返
済
不
要
の
奨
学
一

金
支
給
の
ほ
か
、
生
活
の
一
切
を
保
｝

証
す
る
も
の
で
す
・
現
在
、
奨
学
生
を
｝

募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
｛

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
画

て
、
新
宿
区
大
久
保
三
－
十
四
ー
四
．

毎
日
新
聞
社
早
稲
田
別
館
内
毎
日
育
．

英
会
K
係
に
詳
し
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

体
育
祭
の
相
談
に
集
ま
っ
た

上
新
田
い
ず
み
会
の
メ
ン
バ
ー

下
組
、
東
下
組
の
四
つ
の
分
館
が
あ

り
ま
す
。
上
新
田
分
館
は
上
新
田
の

旧
道
沿
い
の
部
落
の
中
に
あ
り
ま
す
。

下
は
台
所
、
板
の
問
、
和
室
、
二
階

は
大
広
間
と
、
分
館
と
し
て
は
一
番

り
っ
ぱ
な
部
類
に
入
い
る
で
し
ょ
う
。

　
地
区
館
か
ら
出
向
い
て
健
康
づ
く

り
、
活
花
、
手
芸
の
教
室
を
開
い
て

い
ま
す
が
、
特
色
は
地
域
の
団
体
、

グ
ル
ー
プ
の
自
主
的
な
活
動
で
す
。

民
踊
や
社
交
ダ
ン
ス
な
ど
の
グ
ル
ー

プ
の
ほ
か
、
男
女
と
も
年
齢
層
．
こ
と

に
グ
ル
ー
プ
が
で
き
て
い
ま
す
。
写

真
の
い
ず
み
会
は
地
域
の
行
政
、
福

祉
の
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
若
者
の
集
ま
り
で
す
。

　
上
組
分
館
は
、
ま
だ
新
し
い
原
の

集
落
セ
ン
タ
ー
に
看
板
を
掲
げ
て
い

ま
す
。
下
は
台
所
と
和
室
二
つ
、
上

は
広
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
分
館
の
第
一
の
事
業
は
毎
日
の
早

朝
マ
ラ
ソ
ン
で
す
。
た
だ
走
る
の
で

な
く
、
歩
き
な
が
ら
で
も
ム
ラ
中
の

人
と
語
り
合
う
の
が
い
い
の
で
す
。

と
は
世
話
役
の
弁
。

　
書
付
、
健
康
づ
く
り
の
二
教
室
の

ほ
か
、
民
謡
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
定

期
的
に
利
用
し
て
い
ま
す
。
原
だ
け

で
な
く
、
周
囲
の
部
落
か
ら
の
参
加

者
も
増
え
て
「
上
組
分
館
」
の
名
前

も
し
っ
か
り
根
づ
い
て
き
ま
し
た
。

　
下
組
分
館
は
水
口
の
作
業
場
に
置

か
れ
て
い
ま
す
。
対
象
部
落
は
国
道

沿
い
に
あ
り
、
講
座
な
ど
は
で
き
る

だ
け
地
区
館
に
集
ま
っ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
は
六
月
か
ら
婦
人

電
気
教
室
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
問
題
は
建
物
が
古
く
、
広
問
も
な

く
、
「
部
落
の
集
ま
り
が
ら
く
ら
く
と

で
き
る
公
民
館
」
は
地
域
の
人
た
ち

の
悲
願
と
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
建
物
の
せ
い
も
あ
っ
て
か
、
分
館

区
全
部
の
み
な
さ
ん
の
集
ま
り
は
な

か
な
か
持
て
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ

こ
こ
二
、
三
年
、
水
口
だ
け
で
な
く

下
組
全
体
の
若
者
が
ま
と
ま
り
始
め

て
い
ま
す
。
こ
の
人
た
ち
に
期
待
し

た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
東
下
組
分
館
は
漉
野
の
旧
教
員
住

宅
で
す
。
地
域
は
山
合
い
に
部
落
が

点
在
し
、
分
館
講
座
も
部
落
毎
に
行

　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
多
く
の
お
母
さ
ん
で
に
ぎ
わ
う

　
上
組
健
康
づ
く
り
の
つ
ど
い

肴
織
繧
摂
竺
勇
飢
躯
喉
．
～
｝
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っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
が
こ
の
と
こ
ろ
少
し
ず
つ
漉

野
に
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

農
業
改
良
普
及
所
や
市
農
林
課
と
共

に
続
け
て
き
た
「
村
づ
く
り
」
の
運

動
の
成
果
と
思
わ
れ
ま
す
。
下
条
中
｝

東
下
組
分
校
も
統
合
さ
れ
、
「
地
域
の
一

中
心
は
公
民
館
」
と
い
う
気
運
も
起
〆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆

こ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆

　
上
新
田
、
上
組
、
東
下
組
の
三
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

館
で
は
、
今
年
の
大
き
な
事
業
と
し
一

て
世
代
交
流
集
会
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
そ
の
成
果
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
各
分
館
に
は
分
館
活
動
の
ま
と
め
へ

役
と
し
て
分
館
長
を
、
世
話
役
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

て
分
館
主
事
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
一

よ
ろ
し
く
．
こ
協
力
く
だ
さ
い
。

●
上
新
田
　
分
館
長
・
生
越
真
治
（
上

　
新
田
）
主
事
・
阿
部
初
枝
（
同
）

●
上
組
　
分
館
長
・
小
泉
忠
孝
（
原
）
、

　
主
事
・
生
越
健
作
（
同
）

●
下
組
　
分
館
長
・
山
田
桂
（
水
口
）

　
主
事
・
小
原
セ
キ
（
同
）

●
東
下
組
　
分
館
長
・
松
井
正
敏

　
（
東
下
組
小
）
　
主
事
・
生
越
秀
司

　
（
同
）
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県
営
圃
場
整
備
事
業

地
元
推
進
組
織
が
ス
タ
ー
ト

圃場整備予定の伊達地区

　
水
沢
、
六
箇
、
川
治
地
区
を
含
む

苗
場
山
麓
下
段
地
区
の
圃
地
整
備
を

県
営
事
業
で
実
施
し
よ
う
と
す
る
計

画
に
対
し
て
、
こ
れ
を
推
進
す
る
地

元
組
織
が
六
月
二
十
六
日
発
足
し
ま

し
た
。
こ
の
会
は
、
「
県
営
圃
場
整

備
事
業
実
施
準
備
会
（
丸
山
尚
政
会

長
）
」
の
名
称
で
、
県
で
予
定
し
て
い

る
五
十
五
、
五
十
六
年
調
査
計
画
、

五
十
七
年
着
工
に
向
っ
て
、
受
益
者

の
気
運
を
高
め
る
と
と
も
に
、
県
、

市
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
絡
や
協
議

盾
月
皇
署
百
六
漕
一
語
一
・

　
　
　
　
　
　
　
　
八
月
は
水
沢
出
張
所
で
開
催

高
田
町
三
丁
目
に

　
　
　
　
消
雪
パ
イ
プ
を

　
高
田
町
通
り
は
一
、
二
丁
目
と
四

五
丁
目
は
消
雪
パ
イ
プ
が
布
設
し
て

あ
る
が
、
三
丁
目
地
内
の
約
百
五
十

材
の
間
は
、
踏
切
が
あ
い
路
に
な
っ

た
り
し
て
い
て
未
設
置
で
あ
る
。
道

路
除
雪
に
も
効
率
が
悪
い
の
で
是
非

消
雪
パ
イ
フ
の
布
設
を
。

1
県
道
で
す
か
ら
県
の
事
業
に
な

り
ま
す
の
で
、
早
期
に
実
現
で
き
る

よ
う
に
県
に
働
き
か
け
ま
す
。

十
日
町
を
舞
台
に
し
た

　
　
　
　
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
を

樋熊善治郎さん

　
一
昨
年
発
売
さ
れ
た
「
十
日
町
の

女
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
の
シ
ナ
リ
オ
を
書
き
た
い
と
い
う

有
名
放
送
作
家
の
依
頼
が
あ
る
。
ぜ

ひ
実
現
を
。

ー
話
し
の
趣
旨
は
わ
か
り
ま
し
た
。

前
向
き
に
検
討
し
ま
す
。

を
行
い
、
事
業
の
円
滑
な
推
進
を
図

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
設
立
総
会
に
は
、
関
係
地
区
か
ら

の
代
表
者
四
＋
人
の
ほ
か
、
五
十
嵐

十
日
町
農
地
事
務
所
長
、
斎
木
十
日

町
市
土
地
改
良
区
理
事
長
、
小
林
十

日
町
市
農
協
専
務
ほ
か
大
勢
が
出
席

し
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
選
出
さ
れ
た
関
係
役
員
は
、
次
の

皆
さ
ん
で
す
。

　
会
長
、
丸
山
尚
政
（
水
沢
）
、
副

会
長
　
宮
沢
健
一
（
小
黒
沢
）
、
遠

田
金
市
（
川
治
）
、
石
沢
正
二
郎

（
土
市
）
、
監
事
、
金
沢
六
平
（
太

田
島
）
、
関
谷
勇
松
（
川
治
）
、
南

雲
幸
平
（
中
村
）

笠
置
山
キ
ャ
ン
プ
場
が

　
　
充
実
し
ま
し
た

、審◎、蒔魯‘」誓こ曲
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一
昨
年
、
西
枯
木
又
地
区
の
皆
さ

ん
が
、
総
出
で
造
成
し
た
笠
置
山
キ

ャ
ン
プ
場
の
施
設
が
益
々
充
実
し
て

い
ま
す
。
今
年
、
市
で
は
県
の
補
助

金
を
得
て
、
キ
ャ
ン
プ
場
に
、
休
憩

所
、
水
飲
場
、
カ
マ
ド
、
徒
歩
橋
、

便
所
、
ベ
ン
チ
、
案
内
板
や
標
識
、

遊
歩
道
の
整
備
な
ど
の
工
事
を
行
い
、

キ
ャ
ン
プ
場
と
し
て
益
々
利
用
し
や

キ
ャ
ン
プ
用
具
を

　
　
　
貸
出
し
し
ま
す

　
海
や
山
に
楽
し
い
キ
ャ
ン
プ
の
季

節
で
す
。
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

青
少
年
団
体
や
子
供
会
な
ど
に
キ
ャ

ン
プ
用
具
の
貸
出
し
を
し
て
い
ま
す
。

使
用
料
は
無
料
で
す
の
で
気
軽
に
ご

す
く
な
り
ま
し
た
。
広
い
駐
車
場
も

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
南
魚
沼
と
の
分
水
嶺
に
あ
る
こ
の

キ
ャ
ン
プ
場
、
南
魚
沼
、
中
魚
沼
が

一
望
に
見
渡
た
せ
環
境
は
抜
群
で
す
。

　
若
人
の
集
り
や
、
こ
ど
も
会
の
キ

ャ
ン
プ
な
ど
に
最
適
で
す
。
ご
利
用

の
時
に
は
、
春
川
雅
英
さ
ん
（
8
七

－
七
七
〇
二
番
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
貸
出
し
キ
ャ
ン
プ
用
具

▼
テ
ン
ト
、
八
人
用
（
十
二
張
）
、

六
人
用
（
四
張
）
、
五
人
用
（
七
張
）

▼
ハ
ン
ゴ
ー
（
五
合
た
き
）
四
十
四
、

ス
コ
ッ
プ
、
水
タ
ン
ク
な
ど
。

　
申
込
み
は
、
市
社
会
福
祉
事
務
所

（
8
七
－
三
一
二
番
内
線
一
コ
五
）

へ
。

　
昭
和
二
十
年
の
食
糧
不
足
は
極
度
衣
料
切
符
が
国
民
一
人
当
り
百
点
と

に
達
し
、
一
人
当
り
二
合
三
勺
の
配
定
め
ら
れ
て
交
付
さ
れ
た
。
百
点
で

給
で
あ
り
、
七
月
に
は
二
合
一
勺
に
は
背
広
一
着
つ
く
れ
ば
五
十
点
、
ワ

な
っ
た
．
配
給
を
受
け
る
に
は
米
の
　
ン
ピ
：
ス
一
着
十
五
点
、
長
袖
シ
ャ

販
売
業
者
に
登
録
を
し
て
、
そ
の
業
　
ツ
一
枚
十
二
点
と
い
う
よ
う
に
す
ぐ

者
か
ら
切
符
持
参
で
購
入
す
る
の
で
　
に
な
く
な
り
、
ほ
と
ん
ど
の
家
庭
で

あ
る
。
そ
の
配
給
も
米
だ
け
で
な
く
、
は
タ
ン
ス
の
着
物
を
仕
立
直
す
よ
り

一
ヵ
月
に
三
日
分
と
か
五
日
分
、
ま
　
ほ
か
な
か
っ
た
。
妊
婦
に
は
特
別
配

た
は
七
日
分
と
か
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
　
給
も
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
み
そ
、
醤

サ
ッ
マ
イ
モ
な
ど
の
代
替
品
の
配
給
　
油
、
食
用
油
、
石
け
ん
と
配
給
に
な

で
あ
っ
た
。
農
家
は
、
保
有
米
を
家
　
り
、
た
ば
こ
も
一
日
十
本
か
七
本
で
、

族
人
員
に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
て
残
り
　
そ
れ
も
粉
と
紙
を
つ
け
て
配
給
し
、

は
全
部
供
出
し
た
。
酒
は
正
月
と
盆
　
各
自
が
紙
に
巻
い
て
吸
っ
た
も
の
．
で

の
配
給
だ
け
で
、
農
家
に
は
田
植
用
　
あ
る
。
小
学
生
も
三
年
以
上
に
な
る

と
稲
刈
用
に
特
別
配
給
が
あ
り
、
冠
　
と
開
墾
作
業
に
で
て
、
中
学
生
高
校

婚
葬
祭
に
は
二
升
の
配
給
が
あ
っ
た
。
生
は
勤
労
動
員
に
で
た
。
畑
に
は
、

　
二
十
年
八
月
一
日
に
長
岡
へ
B
ニ
　
サ
ッ
マ
イ
モ
の
つ
る
、
大
根
の
葉
は

十
九
の
空
襲
の
あ
っ
た
十
日
前
の
七
　
見
ら
れ
な
く
な
り
、
み
ん
な
食
糧
に

月
二
十
一
日
に
、
長
岡
の
醤
油
醸
造
　
な
っ
た
。
一
番
困
っ
た
の
は
塩
で
あ

会
社
へ
中
条
村
の
配
給
係
と
し
て
、
　
る
。

醤
油
の
出
荷
の
こ
と
で
行
っ
た
時
、
　
　
昭
和
二
十
年
は
大
雪
で
、
飯
山
線

長
岡
の
人
達
が
家
財
道
具
の
疎
開
で
　
は
二
ヵ
月
も
不
通
に
な
り
、
岩
沢
の

車
に
荷
物
を
積
ん
で
運
ぶ
姿
を
見
た
。
ト
ン
ネ
ル
が
通
路
と
な
っ
て
、
新
聞

そ
れ
は
目
も
あ
て
ら
れ
な
い
状
態
で
　
や
郵
便
も
み
ん
な
ト
ン
ネ
ル
の
中
を

あ
っ
た
．
そ
の
頃
、
県
内
で
は
至
る
　
背
負
っ
て
運
び
出
し
た
。

所
防
空
演
習
で
、
夜
は
電
燈
に
黒
い
　
　
八
月
十
五
日
、
十
六
日
、
十
七
日

布
袋
を
か
け
て
夜
業
を
し
、
学
生
は
　
と
三
日
間
岩
沢
で
、
中
条
、
下
条
、

目
が
悪
く
な
ら
な
い
か
と
心
配
で
あ
　
岩
沢
村
軍
人
分
会
の
合
宿
訓
練
が
あ

っ
た
。
昼
は
、
各
自
仕
事
の
外
に
軍
　
り
、
中
条
地
区
は
中
条
小
学
校
に
集

事
訓
練
、
婦
人
は
竹
槍
訓
練
を
し
な
　
合
し
、
岩
沢
小
学
校
に
向
か
う
時
、

が
ら
、
毎
日
開
墾
増
産
の
仕
事
で
、
　
天
皇
の
玉
音
放
送
を
聞
き
、
一
同
涙

米
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
　
を
の
ん
で
解
散
し
た
。

収
穫
目
標
を
一
反
歩
当
り
何
石
何
斗
　
　
米
が
余
っ
て
、
食
糧
が
あ
ふ
れ
て

と
割
り
当
て
ら
れ
供
出
し
た
も
の
で
　
い
る
今
、
食
糧
を
得
る
の
に
き
ゅ
う

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ゅ
う
と
し
た
三
十
五
年
前
を
思
い

　
配
給
は
、
昭
和
十
五
年
頃
の
砂
糖
、
浮
か
べ
る
と
感
無
量
で
あ
る
。

マ
ッ
チ
か
ら
は
じ
ま
り
、
十
七
年
に
　
　
（
藤
木
元
吉
…
…
中
条
旭
町
）

◎
地
区
広
聴
会
日
程
　
十
八
日
（
十
日
町
西
部
地
区
）
二
十
一
日
（
八
箇
地
区
）
二
十
二
日
（
十
日
町
東
部
地
区
）
二
十
一
一
一
日
（
吉
田
地
区
）
．
．
十
四
日
を
変
更
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少
年
野
球
大
会
・

　
　
　
　
参
加
チ
ー
難
募
集

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
青
少
年
の

健
全
育
成
と
明
る
い
仲
問
つ
く
り
を

す
す
め
る
た
め
第
十
三
回
少
年
野
球

大
会
を
開
催
し
、
次
の
要
項
で
参
加

チ
！
ム
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

期
日
　
八
月
二
日
（
土
）
、
三
日
（
日
）

会
場
　
信
濃
川
運
動
公
園
野
球
場
、

青
少
年
野
外
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

参
加
資
格
　
十
日
町
市
在
住
の
児
童

を
対
象
と
し
、
町
内
単
位
で
チ
ー
ム

編
成
す
る
。
た
だ
し
同
一
町
内
で
編

成
困
難
な
場
合
は
近
隣
町
内
で
チ
ー

ム
編
成
を
し
て
も
か
ま
わ
な
い
。
一

チ
ー
ム
十
五
名
以
内
。

参
加
料
　
二
千
円
。

申
込
み
　
市
教
育
委
員
会
体
育
課
内

少
年
野
球
大
会
事
務
局
へ
。

申
込
み
締
切
　
七
月
二
十
三
日
（
水
）

抽
せ
ん
　
七
月
二
十
五
日
（
金
）

午
後
七
時
か
ら
市
民
体
育
館
。

」
編
郷
ク
ー
繊
鎌
鞍
響
海
集

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
す
　
　
ひ
ら

　
「
青
年
の
手
で
郷
土
の
未
来
を
拓

こ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
十
日
町
青
年

会
議
所
主
催
の
第
十
一
回
J
C
ス
ク

ー
ル
が
開
か
れ
ま
す
。

　
こ
の
J
C
ス
ク
ー
ル
は
、
五
日
間

の
合
宿
生
活
を
通
し
て
、
街
の
同
世

代
の
若
者
と
知
り
あ
い
、
語
り
あ
い

地
域
社
会
に
対
し
て
、
今
何
が
出
来

る
か
を
考
え
て
み
よ
う
と
い
う
も
の

で
す
。
明
日
へ
の
飛
躍
の
た
め
に
、

あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
　
八
月
二
日
～
六
日

　
今
年
は
六
十
年
に
一
回
の
庚
申
の

年
で
す
。
市
内
の
各
地
で
庚
申
供
養

祭
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
市
博
物

館
で
は
、
こ
の
六
十
年
に
一
度
の
供

養
行
事
を
広
く
記
録
に
と
ど
め
、
秋

に
予
定
し
て
い
る
特
別
展
「
つ
ま
り

の
民
間
信
仰
（
仮
称
）
」
の
資
料
と
し

て
役
立
て
る
た
め
に
庚
申
供
養
祭
の

情
報
を
集
め
て
い
ま
す
。

会
場
　
十
日
町
小
学
校

参
加
資
格
　
十
八
歳
か
ら
二
十
四
歳

ま
で
の
市
内
在
住
か
準
ず
る
人
。

受
講
料
　
六
千
円

応
募
期
間
　
七
月
十
五
日
ま
で

定
員
　
六
十
名

講
師
　
小
松
方
正
（
俳
優
）
、
佐
野

良
吉
（
織
物
組
合
専
務
理
事
）
、
白

川
勝
彦
（
衆
議
院
議
員
V
、
　
諸
里
正

典
（
十
日
町
市
長
）

申
込
み
　
十
日
町
商
工
福
祉
会
館
内

十
日
町
青
年
会
議
所
事
務
局
へ
。

○
行
事
の
日
程
　
○
行
事
内
容
の
お

お
よ
そ
　
○
参
会
者
の
状
況
（
子
供

達
の
参
加
状
況
）
　
o
石
塔
を
新
し

く
建
て
た
か
木
の
塔
婆
か
　
O
出
土

し
た
酒
の
状
態
　
○
新
し
く
埋
め
た

も
の
、
な
ど
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

調
査
用
紙
は
博
物
館
§
七
ー
五
五

三
一
番
）
に
あ
り
ま
す
の
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

公民館

区地条下

　
館
で
独
自
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
ほ

　
か
、
二
十
九
の
分
館
を
置
い
て
い
ま

　
す
。
誰
も
が
気
軽
に
寄
れ
る
分
館
は
、

　
公
民
館
の
原
点
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
　
市
で
は
分
館
の
整
備
に
も
カ
を
入

　
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
各
分
館

　
ま
す
。
第
一
回
は
下
条
地
区
で
す
。

　
　
下
条
地
区
に
は
上
新
田
、
上
組
、

｛
　
市
公
民
館
は
本
館
と
七
つ
の
地
区

｛
の
様
子
を
八
回
に
わ
た
っ
て
紹
介
し

毎
毒
懸
霧
馨
集

　
毎
日
新
聞
社
で
は
、
働
き
な
が
ら
｛

自
分
の
力
で
進
学
で
き
る
毎
日
奨
学
卍

生
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
の
制
㌔

度
は
、
大
学
や
各
種
専
門
学
校
、
予
加

備
校
生
な
ど
に
そ
れ
ぞ
れ
の
各
コ
ー
｛

ス
の
奨
学
生
制
度
を
適
用
し
、
必
要
｛

な
学
費
の
貸
与
、
返
済
不
要
の
奨
学
一

金
支
給
の
ほ
か
、
生
活
の
一
切
を
保
｝

証
す
る
も
の
で
す
・
現
在
、
奨
学
生
を
｝

募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
｛

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
画

て
、
新
宿
区
大
久
保
三
－
十
四
ー
四
．

毎
日
新
聞
社
早
稲
田
別
館
内
毎
日
育
．

英
会
K
係
に
詳
し
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

体
育
祭
の
相
談
に
集
ま
っ
た

上
新
田
い
ず
み
会
の
メ
ン
バ
ー

下
組
、
東
下
組
の
四
つ
の
分
館
が
あ

り
ま
す
。
上
新
田
分
館
は
上
新
田
の

旧
道
沿
い
の
部
落
の
中
に
あ
り
ま
す
。

下
は
台
所
、
板
の
問
、
和
室
、
二
階

は
大
広
間
と
、
分
館
と
し
て
は
一
番

り
っ
ぱ
な
部
類
に
入
い
る
で
し
ょ
う
。

　
地
区
館
か
ら
出
向
い
て
健
康
づ
く

り
、
活
花
、
手
芸
の
教
室
を
開
い
て

い
ま
す
が
、
特
色
は
地
域
の
団
体
、

グ
ル
ー
プ
の
自
主
的
な
活
動
で
す
。

民
踊
や
社
交
ダ
ン
ス
な
ど
の
グ
ル
ー

プ
の
ほ
か
、
男
女
と
も
年
齢
層
．
こ
と

に
グ
ル
ー
プ
が
で
き
て
い
ま
す
。
写

真
の
い
ず
み
会
は
地
域
の
行
政
、
福

祉
の
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
若
者
の
集
ま
り
で
す
。

　
上
組
分
館
は
、
ま
だ
新
し
い
原
の

集
落
セ
ン
タ
ー
に
看
板
を
掲
げ
て
い

ま
す
。
下
は
台
所
と
和
室
二
つ
、
上

は
広
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
分
館
の
第
一
の
事
業
は
毎
日
の
早

朝
マ
ラ
ソ
ン
で
す
。
た
だ
走
る
の
で

な
く
、
歩
き
な
が
ら
で
も
ム
ラ
中
の

人
と
語
り
合
う
の
が
い
い
の
で
す
。

と
は
世
話
役
の
弁
。

　
書
付
、
健
康
づ
く
り
の
二
教
室
の

ほ
か
、
民
謡
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
定

期
的
に
利
用
し
て
い
ま
す
。
原
だ
け

で
な
く
、
周
囲
の
部
落
か
ら
の
参
加

者
も
増
え
て
「
上
組
分
館
」
の
名
前

も
し
っ
か
り
根
づ
い
て
き
ま
し
た
。

　
下
組
分
館
は
水
口
の
作
業
場
に
置

か
れ
て
い
ま
す
。
対
象
部
落
は
国
道

沿
い
に
あ
り
、
講
座
な
ど
は
で
き
る

だ
け
地
区
館
に
集
ま
っ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
は
六
月
か
ら
婦
人

電
気
教
室
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
問
題
は
建
物
が
古
く
、
広
問
も
な

く
、
「
部
落
の
集
ま
り
が
ら
く
ら
く
と

で
き
る
公
民
館
」
は
地
域
の
人
た
ち

の
悲
願
と
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
建
物
の
せ
い
も
あ
っ
て
か
、
分
館

区
全
部
の
み
な
さ
ん
の
集
ま
り
は
な

か
な
か
持
て
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ

こ
こ
二
、
三
年
、
水
口
だ
け
で
な
く

下
組
全
体
の
若
者
が
ま
と
ま
り
始
め

て
い
ま
す
。
こ
の
人
た
ち
に
期
待
し

た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
東
下
組
分
館
は
漉
野
の
旧
教
員
住

宅
で
す
。
地
域
は
山
合
い
に
部
落
が

点
在
し
、
分
館
講
座
も
部
落
毎
に
行

　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
多
く
の
お
母
さ
ん
で
に
ぎ
わ
う

　
上
組
健
康
づ
く
り
の
つ
ど
い

肴
織
繧
摂
竺
勇
飢
躯
喉
．
～
｝

　　　　　　，■・　　　　　”■鯉o　　　　．●・　　　008鯉，　　　●■●　　聾■8　■．

っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
が
こ
の
と
こ
ろ
少
し
ず
つ
漉

野
に
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

農
業
改
良
普
及
所
や
市
農
林
課
と
共

に
続
け
て
き
た
「
村
づ
く
り
」
の
運

動
の
成
果
と
思
わ
れ
ま
す
。
下
条
中
｝

東
下
組
分
校
も
統
合
さ
れ
、
「
地
域
の
一

中
心
は
公
民
館
」
と
い
う
気
運
も
起
〆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆

こ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆

　
上
新
田
、
上
組
、
東
下
組
の
三
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

館
で
は
、
今
年
の
大
き
な
事
業
と
し
一

て
世
代
交
流
集
会
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
そ
の
成
果
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
各
分
館
に
は
分
館
活
動
の
ま
と
め
へ

役
と
し
て
分
館
長
を
、
世
話
役
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

て
分
館
主
事
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
一

よ
ろ
し
く
．
こ
協
力
く
だ
さ
い
。

●
上
新
田
　
分
館
長
・
生
越
真
治
（
上

　
新
田
）
主
事
・
阿
部
初
枝
（
同
）

●
上
組
　
分
館
長
・
小
泉
忠
孝
（
原
）
、

　
主
事
・
生
越
健
作
（
同
）

●
下
組
　
分
館
長
・
山
田
桂
（
水
口
）

　
主
事
・
小
原
セ
キ
（
同
）

●
東
下
組
　
分
館
長
・
松
井
正
敏

　
（
東
下
組
小
）
　
主
事
・
生
越
秀
司

　
（
同
）
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一
、
冷
房
温
度
を
二
十
八
度
に
調

節
を
！
…
∴
度
上
げ
れ
ば
燃
料
費

約
一
割
節
約
で
き
ま
す
。

　
二
、
日
よ
け
、
カ
ー
テ
ン
の
効
果

的
な
利
用
を
！
…
…
直
射
日
光
の
進

入
を
防
ぐ
こ
と
。

　
三
、
冷
蔵
庫
の
上
手
な
使
用
を
／

…
：
扉
の
開
閉
を
少
な
く
、
食
品
の

詰
め
す
ぎ
は
冷
え
方
が
悪
く
な
り
ま

す
。　

四
、
お
風
呂
は
、
沸
か
し
方
に
工

夫
を
！
…
…
家
族
が
揃
っ
て
は
い
れ

る
時
間
に
。

　
五
、
テ
レ
ビ
の
つ
け
っ
ぱ
な
し
に

ご
注
意
を
！

　
六
、
洗
た
く
は
、
上
手
に
工
夫
を
！

…
：
ま
と
め
て
洗
う
こ
と
と
、
す
す

ぎ
洗
い
の
前
に
脱
水
を
。

　
七
、
電
灯
の
つ
け
っ
ぱ
な
し
に
ご

注
意
！
…
…
（
螢
光
灯
は
白
熱
灯
に
比

べ
て
四
十
％
少
な
い
電
力
で
同
じ
明

る
さ
ー
螢
光
灯
は
お
得
で
す
。
）

郵愈
．
鋤

　
　
八
、
ク
ー
ラ
ー
、
照
明
器
具
の
お

　
手
入
れ
を
！

　
　
九
、
レ
ジ
ャ
ー
は
、
鉄
道
、
バ
ス

　
の
ご
利
用
を
！

　
　
十
、
住
宅
に
は
断
熱
材
の
使
用
を
！

　
・
…
（
住
宅
を
新
築
、
増
改
築
さ
れ

　
る
か
た
へ
）

　
　
ガ
ス
事
故
の
防
止
を
〃

　
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
事
故
が
多
発

　
　
最
近
、
液
化
石
油
ガ
ス
事
故
が
多

　
発
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
集
合
住
宅

　
（
ア
パ
ー
ト
な
ど
）
に
お
け
る
事
故

　
で
、
そ
の
被
害
が
第
三
者
に
も
及
ぶ

　
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。
ア
パ
i
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
唱
「
目
、

￥　
　
　
　
％
志
e

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
k

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

＼

サ④鋤

シングサラダー一
す。この時期にはスタミ

、さっぱりしたものとし

でしょうか。特に若い人

副食として最適です。

●作り方
（11鶏笹身は筋をとり一口大

のそぎ切りとし、うす切り

生姜、酒とともに蒸すか又

は塩少々を加えた熱湯に生

姜、酒を入れ茄でつけ汁み

中で冷ます。（茄でる時は切

らず冷ましてから切る。）茄

で汁はスープとして使う。

（2》玉ねぎ、ピーマン、トマト

は大き目の乱切りとし、玉

ねぎ、ピーマンだけ熱湯に塩

少々を入れた中で、さっと

茄でる・すぐ冷水につけ冷

し、ザルに入れて水分をき

る（茄で過ぎぬこと）

々を振り、しんなりした
おく。

混ぜてからサラダ油を少
となるまで合わせる。

庫で十分冷やす。
が豪華に見える。

により、ソースが分離し
臭味を消す。

め。

、気；　にマ

家庭料珀
　　　鶏肉と野菜のド
　梅雨が明けると暑い夏にな

ナ食を多くとるようになりま

て、　ドレッシングサラダはい

の肉料理、サカナのバター焼な

●材料と分量（4人前）

鶏笹身（胸肉）　　（中4本）1

しょう力二　　　　1かけ

　　酒　　　　小さじ1
玉ねぎ　　　　（中1／8）12
トマト　　　　　（中1ケ）2

ピーマン　　　中1ケ
きゅうり　　　（中1本）1
　　塩　　　　少々

i／難1

ドレツ

．なりま

ますが

1いかが

1などの

）1609

1
1209
）2509

）1009

（3）きゅうりは小口切りとし塩少々を振り、しんなりした

　ら塩を洗いおとし軽くしぽっておく。
（41ソース用の材料は、泡立器で混ぜてからサラダ油を少

　しずつおとしながら白くとろりとなるまで合わせる。
（5）（1）、（2）、（3》、（4｝を混ぜ、冷蔵庫で十分冷やす。

　　①野菜は大きめに切った方が豪華に見える。

一
　’②おろし玉ねぎを加える事により、ソースが分離し
　　　にくく、風味が増し、鶏の臭味を消す。

　　③　砂糖は味に丸味をだすため。

　　④十分冷やすこと。
　　⑤むし暑い日にはすっばく、涼しい日ヤこはうすめに。

な
ど
の
居
住
者
の
方
は
、
自
ら
で
注

意
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
ガ
ス
漏

れ
事
故
（
箇
所
）
を
発
見
し
た
場
合

は
、
そ
の
住
宅
全
室
の
窓
を
開
放
し

て
販
売
店
に
連
絡
、
点
検
し
、
そ
れ

が
終
了
す
る
ま
で
絶
対
に
火
気
を
使

用
し
な
い
こ
と
で
す
。
お
互
い
に
事

故
防
止
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

、
（
豚
離
医
曇
鷺
曇
ン
間
接
撮
影

　
　
　
　
　
　
礁
炎
病
検
診
影
潤
程

　　　　　　　』Yねイ』セ、や瓢
～f＼1鉤」』』1■L一一

θo
￥
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あ
f
あ

参
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な
あ

◎
そ
ろ
⇒
．

が
き
蚤
も
愛

佃
壱
っ
，
、

画o

語
－
や
～
噛

し
　
し
e

欝・

鷺
導

　
　
　
　
　
　
（

　
　
Z

虞酒苫
％
享
置
、

t
て
ふ
す

4
潟．

心
、
ど

　
ビ
3
ぽ
う

　
、

箋
’

今
月
の
納
税

期
　
日

検
診
時
間

会
　
　
場
　
名

対
　
象
　
地
　
区

7
月
2
2
日
㈹

午
前
9
時
30
分

～
午
前
n
時
0
分

真
田
小
学
校
鉢
園
、
中
手

午
後
1
時

～
午
後
2
時
30
分

名
ヶ
山
小
学
校

中
平
、
名
ヶ
山

7
月
2
3
日
困

午
前
9
時
30
分

～
午
前
1
0
時
Q
分

細
尾
公
民
館
細
尾
、
天
池
、
池
之
尻

午
前
11
時

～
午
前
n
時
0
分

南
雲
冬
季
分
校

南
　
雲

午
後
1
時

～
午
後
1
時
0
分

鍬
柄
沢
集
会
場

鍬
柄
沢

午
後
1
時
30
分

～
午
後
2
時
　
分

野
中
小
学
校
漆
島
、
池
沢
、
野
中

※
個
人
通
珈
を
忘
れ
ず
癩
会
場
に
擦
参
し
て
千
憾
“
馬

※
該
当
日
力
都
合
の
悪
し
カ
た
個
人
通
知
の
し
カ
な
い
か
た
で
会
社
等
で

　
受
診
さ
れ
な
い
か
た
は
も
よ
り
の
会
場
で
受
診
し
て
下
さ
い
。

大
髄
四
額
擶
等
駒
縮
症
の

　
　
　
健
康
診
査
を
実
施

　
次
の
要
項
に
よ
り
実
施
い
た
し
ま

す
の
で
、
希
望
者
は
、
六
月
十
六
日

（
水
）
ま
で
に
市
保
健
衛
生
課
（
行

七
1
＝
二
一
一
番
）
に
申
込
み
を
。

　
○
期
日
・
会
場
ー
ー
昭
和
五
十
五

八
固
定
資
産
税
第
二
期
〉

・
納
期
限
七
月
三
十
一

年
八
月
に
実
施
し
ま
す
が
、
申
込
み

の
時
点
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
．

　
○
対
象
…
新
規
受
診
希
望
者
で
す
。

（
交
通
事
故
に
よ
る
骨
折
、
骨
髄
炎
、

脳
性
麻
痺
、
先
天
性
股
関
節
脱
臼
者

な
ど
は
対
象
外
と
し
ま
す
。
）

　
○
母
子
健
康
手
帳
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

　
日

寄
付
あ
り
が
と
う

　
社
会
福
祉
事
業
へ

　
▼
村
山
一
美
、
典
子
、
晶
子
（
岩

野
）
千
五
十
円
　
▼
内
藤
直
義
（
控

木
）
千
円
　
▼
小
川
又
七
（
東
京
都
）

五
千
円

　
香
典
返
し

　
▼
根
津
保
夫
（
加
賀
糸
屋
町
）
二

万
円
　
▼
高
橋
要
助
（
泉
町
）
三
万

円
　
▼
山
田
浩
（
水
口
）
五
万
円

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
七
月
十
六
日
困
　
土
市
第
二
・

第
三
の
各
一
部
▼
七
月
二
十
二
日

㈹
　
小
泉
の
一
部
、
吉
田
山
谷
、
稲

葉
▼
七
月
二
十
四
日
㈱
新
宮
第

一
・
第
二
　
▼
七
月
二
十
五
日
團

太
田
島
第
一
の
一
部
、
水
沢
市
之
沢

中
在
家
、
大
石
、
南
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
、
織

事
ヒ
が
2
　
轟

O
第
一
回
健
康
ウ
ォ
ー
ク
が
六
月
二

十
九
日
行
わ
れ
、
三
歳
か
ら
七
十
一

歳
ま
で
の
老
若
男
女
百
十
三
名
が
参

加
し
、
盛
況
で
し
た
（
表
紙
写
真
）

　
主
催
し
た
東
部
自
衛
団
（
庭
野
一

史
団
長
）
は
、
田
中
町
、
川
原
町
、

上
川
町
、
田
川
町
の
二
十
八
歳
ま
で

の
若
者
で
組
織
し
て
い
る
自
主
グ
ル

ー
プ
で
、
毎
晩
の
夜
警
、
愛
宕
山
の

花
見
の
警
備
、
消
火
器
の
詰
め
替
え
、

多
聞
天
押
し
合
い
祭
り
の
運
営
、
会

員
親
睦
の
キ
ャ
ン
プ
な
ど
幅
広
い
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
地
域
づ
く
り
や

仲
間
づ
く
り
の
た
め
の
自
主
活
動
に

絶
大
な
拍
手
を
贈
り
た
い
も
の
で
す
。

■市勢／人ロー49，941人（男24，540・女25，401人）／世帯数・…12，020／面積・…211．44k㎡（6月1日現在）
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